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苅
田
工
業
高
校

念
願
の
初
優
勝

柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
学
生
の
部

柳
川
市
で
8
月
2
、
3
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
8
回
柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
」

で
苅
田
工
業
高
校
無
線
部
が
学
生
の
部
で

初
優
勝
し
ま
し
た
。
同
部
は
一
昨
年
、
昨

年
と
3
位
に
入
賞
し
、
今
年
は
念
願
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
一
般
の

部
に
21
チ
ー
ム
、
学
生
の
部
に
50
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
苅
田
工
業
高
校
か
ら
は
、
3

年
生
チ
ー
ム
の
「
光
号
」
と
2
年
生
チ
ー

ム
の
「
Ｍ
Ｕ-

1
0
0
0
ｂ
号
」
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
大
会
に
む
け
て
、
ボ
ー
ト
は
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
新
調
し
、
軽
量
化
や
水
の
抵
抗

を
な
く
す
た
め
に
船
底
を
研
磨
す
る
な
ど

の
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

予
選
で
は
「
光
号
」
は
ト
ッ
プ
で
、「
Ｍ

Ｕ-

1
0
0
0
ｂ
号
」
は
14
位
で
通
過
し
、

決
勝
は
見
事
に
「
光
号
」
が
大
会
新
記
録

で
優
勝
し
、「
Ｍ
Ｕ-

1
0
0
0
ｂ
号
」
も

7
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

部
長
の
日
野
一
騎
さ
ん
（
3
年
）
は

「
先
輩
た
ち
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が

あ
っ
た
の
で
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
も
後
輩
た
ち
が
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▲優勝報告に訪れた苅工無線部と支援

のＯＢの皆さん

▲優勝した「光号」（役場ロビーに展示）
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◎
告
示

★
9
月
23
日
（
火
）

◎
立
候
補
受
付

★
日
時
　
9
月
23
日
（
火
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

★
場
所
　
三
原
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

◎
選
挙
人
名
簿
縦
覧

★
日
時
　
9
月
23
日
〜
24
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

★
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
　

事
務
局
（
役
場
3
階
）

◎
不
在
者
投
票

★
日
時
　
9
月
23
日
〜
27
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

★
場
所
　
役
場
4
階
会
議
室

◎
投
票

★
日
時
　
9
月
28
日
（
日
）

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

★
場
所
　
9
箇
所
の
投
票
所
　

（
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◎
開
票

★
日
時
　
9
月
28
日
（
日
）

午
後
9
時
〜

★
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

★
今
回
投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
投

票
日
の
当
日
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

○
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
（
昭
和
58
年

9
月
29
日
ま
で
に
出
生
し
た
人
）

○
苅
田
町
に
転
入
届
を
出
し
た
日
（
平
成

15
年
6
月
22
日
以
前
）
か
ら
、
引
き
続
き

3
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
（
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
）
人
。

※
平
成
15
年
9
月
12
日
ま
で
に
町
内
の
他

の
投
票
区
に
転
居
さ
れ
た
人
は
、
新
住
所

地
の
投
票
区
で
、
9
月
13
日
以
後
に
転
居

さ
れ
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
区
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

★
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

投
票
日
に
は
、
入
場
券
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
入
場
券
を
無
く
し

た
場
合
は
、
各
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し

出
て
、
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
際
運
転
免
許
証
あ
る
い
は
保
険
証
等
の

証
明
と
な
る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

有
権
者
で
、
こ
の
入
場
券
が
届
か
な
い

方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

★
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

投
票
日
に
職
務
も
し
く
は
業
務
な
ど
法

律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
理
由
で
、
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を
持
っ
て
役
場
4
階
会

議
室
で
期
間
中
に
不
在
者
投
票
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
土
曜
日
、
祝
日
も
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

〜
こ
の
一
票
　
私
の
声
で
す
　
心
で
す
〜

◎
投
開
票
日
　
9
月
28
日
（
日
）
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（該当する投票区を確認してください）　　 

投票区 投票所施設の名称 区　　　　名 

第１投票区 北公民館 雨窪､若久二、若久、松山、松原 

第２投票区 苅田小学校体育館 西町、本町、中町、長畑、幸町 

第３投票区 京町（浜町）公民館 上町、提、浜町、港 

第４投票区 南原小学校体育館 馬場、南原 

第５投票区 総合福祉会館 集、城南、尾倉、桜ヶ丘、近衛ヶ丘 

第６投票区 与原小学校体育館 与原上、与原下、白石、二崎 

第７投票区 小波瀬コミュニティセンター 新津、百合ヶ丘、緑ヶ丘､今古賀、小波瀬 

第８投票区 片島小学校体育館 猪熊、木ノ元、浄土院、片島、岡崎 

第９投票区 西部公民館 葛川、稲光、稲光上、八田山、山口、北谷、本谷、谷、 
法正寺、黒添、鋤崎 

投票所 

★
候
補
者
の
名
前
は
は
っ
き
　

り
と

投
票
用
紙
に
は
候
補
者
氏
名
を
一
人
だ

け
、
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

名
前
や
文
字
を
忘
れ
た
と
き
は
投
票
所

に
掲
示
し
て
あ
る
候
補
者
氏
名
を
よ
く
見

て
、
あ
わ
て
ず
、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
書

い
て
く
だ
さ
い
。
候
補
者
の
氏
名
以
外
を

書
い
た
り
、
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
余

計
な
こ
と
を
書
く
と
無
効
票
と
な
り
ま
す
。

★
代
理
投
票
も
で
き
ま
す

目
の
不
自
由
な
人
や
身
体
が
不
自
由
で

字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
、
代
理
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
即
日
開
票
し
ま
す

★
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
3
階
）

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
2

ルールを守って明るい選挙
◎贈らない　求めない　受け取らない

◎尊い一票で　新生苅田の　町づくり
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◎
か
ん
だ
環
境
未
来
図
の
素

案
公
表
を
行
い
ま
す
。

苅
田
町
で
は
、
平
成
12
年
度
か

ら
町
の
環
境
づ
く
り
の
方
向
を
示

す
「
か
ん
だ
環
境
未
来
図
（
環
境

基
本
計
画
）」
の
作
成
を
進
め
て

お
り
、
現
在
、
計
画
素
案
の
作
成

を
終
え
ま
し
た
。

環
境
未
来
図
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
最
大
限
に
と
り
い

れ
た
計
画
と
す
る
こ
と
を
第
一
の

方
針
と
し
て
作
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
作
成
し
た
計

画
素
案
に
つ
い
て
も
、
平
成
13
年

度
に
設
置
し
た
住
民
公
募
等
に
よ

る
計
画
策
定
組
織
「
苅
田
町
の
環

境
と
く
ら
し
を
考
え
る
会
」
に
よ

る
検
討
結
果
を
最
大
限
に
と
り
い

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
よ
り
広
く
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
り
、
そ
れ
を
計
画
に
反
映
す

る
た
め
に
、
素
案
の
公
表
と
意
見
募
集
を

行
い
ま
す
。
素
案
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

次
の
期
間
・
場
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
の
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
期
間
　
9
月
10
日
（
水
）

〜
10
月
10
日
（
金
）

★
場
所
　
苅
田
町
役
場
（
民
生
部
環
境
保

全
課
）、
中
央
・
北
・
西
部
公
民
館
、
小
波

瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
パ
ン
ジ
ー
プ

ラ
ザ
）

★
意
見
提
出
の
方
法
（
い
ず
れ
か
の
方
法

で
意
見
提
出
願
い
ま
す
）

①
各
公
表
場
所
に
設
置
し
て
い
る
意
見
提

出
箱
へ
の
提
出

②
町
役
場
へ
フ
ァ
ク
ス
で
提
出

③
町
役
場
ま
で
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

※
役
場
へ
の
提
出
の
場
合
は
、

民
生
部
環
境
保
全
課

FAX
0
9
3
・
4
3
6
・
3
0
1
4

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

a
kim
a
ru
-k@
to
w
n
.ka
n
d
a
.fu
ku
o
-

ka
.jp

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
か
ん
だ
環
境
未
来
図
と
は

今
回
、
策
定
し
た
「
か
ん
だ
環
境
未
来

図
」
の
素
案
は
、
今
後
の
苅
田
町
の
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
基
本
的

な
方
針
を
示
し
た
も
の
で
す
。

環
境
づ
く
り
は
、
行
政
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
環
境
未
来
図
で
は
、「
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
役
割
の
も
と
」
環
境
を
よ
く

し
て
い
く
の
か
を
、
整
理
し
て
示
し
て
い

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

民
生
部
環
境
保
全
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

苅
田
町
の
環
境
づ
く
り
の
方
針

『
か
ん
だ
環
境
未
来
図
』の
素
案
が
で
き
ま
し
た

皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

▲今年開催された「かんきょうシンポジウムかんだ」での、こども環境会議の様子

環境未来図
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【かんだ環境未来図の構成】
《環境未来図でめざす環境像》
環境未来図を進めることで実現する将来の環境像を示します。ここで示す環境像は環境未来

図全体にかかわる総合的な目標となります（下に示しているものは、現時点の案です）。

～かけがえのない自然をまちの誇りとして再認識し、

未来につなぐ環境優先都市・かんだ～

《達成するための分野ごとの基本目標》
環境を構成する個別の分野ごとに、めざす目標を示します。分野と目標は下に示すとおりです。

《進めるべき取組》
よりよい環境づくりを進めていくうえで、住民・事業者・行政が果たす役割を示します。概
要については6ページに示すとおりです。

《重点プロジェクト》
環境づくりを進めるためには、「進めるための取組み」に示した様々な項目がありますが、

ここでは、特に重点的に取り組むべきテーマについて、具体的な運動内容を示します。重点プ
ロジェクトの概要については7ページに示すとおりです。

《計画の推進》
環境未来図を着実に進めるための体制などを示します。環境未来図では、住民・事業者・行
政が連携して推進にあたっていくための体制を整えます。推進体制の概要については7ページ
に示すとおりです。

環境未来図

【分　野】 【基　本　目　標】 
水 

空　　気 

音 

ご　　み 

自　　然 

まちなみ 

歴史・文化 

地球環境 

環境教育等 

いきものを育む川や海と水資源を大切にするまち 

青い空とさわやかな香りのするまち 

ここちよい静けさのあるまち 

みんながルールを守り、資源を循環させるまち 

みどり豊かな自然を身近に体験できるまち 

自然と調和した未来に誇れる景観のまち 

未来へ受け継ぐ歴史・文化のまち 

グローバルな視点を持って、地球環境に貢献するまち 

一人ひとりが環境を考え行動するまち 
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『
進
め
る
た
め
の
取
組
み
』

住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
取
り

組
む
た
め
の
役
割
を
示
し
ま
す
。

前
ペ
ー
ジ
の
構
成
図
で
示
し
た
と
お
り
、

環
境
未
来
図
で
は
、「
住
民
・
事
業
者
・
行

政
が
、
環
境
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
」
を
明
確
に

示
し
ま
す
。

下
に
示
し
た
内
容
を
、
各
主
体
が
進
め

る
こ
と
で
、
分
野
ご
と
の
基
本
目
標
を
達

成
し
、
め
ざ
す
環
境
像
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
達
成
の
度
合
い
を
把
握
す
る
た

め
に
、
代
表
的
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
数

値
目
標
を
掲
げ
、
客
観
的
な
評
価
を
行
い

ま
す
。

▲住民会議で計画の検討を行いました

環境未来図

【進めるべき取組の体系】 

水 いきものを育む川や海と 
水資源を大切にするまち 

●きれいな川・海の確保 
●水資源の保全 
●うるおいある水辺環境の創造 
●水に関する啓発活動の推進 

空気 青い空とさわやかな香り 
のするまち 

●大気汚染対策の推進 
●ダイオキシン類対策の推進 
●悪臭対策の推進 

音 ここちよい静けさのあるまち 
●自動車交通対策の推進 
●工場等固定発生源対策の推進 
●航空機対策の推進 

ごみ みんながルールを守り、 
資源を循環させるまち 

●ごみ減量・リサイクルの推進 
●不法投棄対策の推進 
●町全体が一丸となった美化活動の展開 
●情報提供・啓発の推進 

まちなみ 自然と調和した未来に 
誇れる景観のまち 

●美しく快適なまちなみの創造 
●歴史的要素を活用した景観づくりの推進 
●まちぐるみの景観づくりの推進 

地球環境 グローバルな視点を持って、 
地球環境に貢献するまち 

●二酸化炭素対策の推進 
●紫外線対策の推進 

環境教育等 一人ひとりが 
環境を考え行動するまち 

●体系的な環境教育体制の確立 
●環境教育のための支援策の推進 
●総合的な啓発の推進 
●安全なくらしの確保 
●連携の強化 

歴史・文化 未来へ受け継ぐ 
歴史・文化のまち 
 

●歴史的資源の適切な保全・管理と 
　活用の推進 
●苅田の歴史を学ぶ場の整備 

自然 みどり豊かな自然を 
身近に体験できるまち 

●川・池・海の自然の保全と自然性の向上の推進 
●貴重な動植物の生息・生育環境の保全 
●自然景観の保全の推進 
●自然とのふれあいの促進 
●自然環境に関する啓発の推進 
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『重点プロジェクト』

特に重要な課題について率先的な運動を進めます。

苅田町において、特に重要な課題で、住民・事業者・行政が連携して取り組むべきものについては、重点プロジェク
トとして、下に示す10の具体的な運動内容を示しています。
また、計画期間中の概略的なスケジュールも示しており、着実な推進を図ります。

『計画の推進』

住民・事業者による推進組織をつくり、みんなで進め、管理する計画とします。

計画の推進は、「実際に動く計画」づくりを進めるうえで、最も重要な要素の一つです。
環境未来図では、下の図に示す住民・事業者で構成する住民サイドの推進組織と行政サイドの推進組織の2つの組織

が連携して、計画の推進・管理を行います。これにより、苅田町に住むみんなの手で動かしていく計画とします。

重点プロジェクトとして進める10の運動

1．環境に配慮したクルマとのつきあい運動

2．環境と家計に役立つ環境家計簿運動

3．無駄な包装を減らすマイバッグ運動

4．いらない人からいる人へ「もの」をつなぐフリーマーケット運動

5．捨てずに資源とするための資源回収運動

6．生命を育む水を取り戻すクリーン・リバー運動

7．モデル河川における生きものよびもどし運動

8．町全体で活動する環境リーダー育成運動

9．環境を大切にする児童・生徒を育てる学校教育推進運動

10．環境教育を進めるための副読本づくり運動

環境未来図

調整 

報告 

報告 

環境担当課 
（環境保全課） 関係各課 

環境未来図推進会議（仮称）  

役　　　員　　　会 

環境推進員 
（活動分科会） 

苅田町環境審議会 

提案 報告 

諮問 答申 
提言 

報告 

住民・事業者・各種団体 

報告 提案 

意見・参加 周知 

町　　長 

かんだ・環境とくらしＵＰ会（仮称） 

必
要
に
応
じ
関
係
課
職
員
を
派
遣

【
計
画
の
推
進
体
制
】
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～移動図書館の巡回場所～

一部廃止について

本館から遠い地域の住民に図書館を身近に感じても
らうために、平成2年6月に巡回をスタートした移動
図書館ですが、効率的な運営を図ると共に幼児・児童
教育の重視を目的とした巡回場所の調査を行った結果、
下記のとおり一部廃止させて頂くことに致しました。
なお、移動図書館で借りられた資料の返却などにつ

きましては、本館または、北公民館・西部公民館・小
波瀬コミュニテイセンター各図書室をご利用ください。

※移動図書館の年間貸出冊数が、全体の20%未満の
箇所を廃止します。（Ｈ15年2月末現在、小学校を除く）
長い間のご利用、大変ありがとうございました。
★問い合わせ先 苅田町立図書館

TEL093・436・0946

平
成
15
年
4
月
か
ら
、
図
書
館

（
本
館
の
み
）
は
祝
日
も
開
館
し

て
い
ま
す
。

○
9
月
15
日
（
月
）
敬
老
の
日

○
9
月
23
日
（
火
）
秋
分
の
日

両
日
と
も
本
館
の
み
開
館

開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

30
分
で
す
。
9
月
16
日
（
火
）
が
休
館

日
と
な
り
ま
す
。

※
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
立
図
書
館

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
4
6

循
環
型
社
会
の
た
め
に
、
不
要
に
な
っ

た
パ
ソ
コ
ン
は
、
再
資
源
化
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
、
す
っ
か
り
と

け
込
ん
で
き
た
パ
ソ
コ
ン
。
し
か
し
、
か

け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
の
た
め
、
そ
し

て
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
再
利
用
す

る
た
め
に
、
家
庭
で
使
い
終
わ
っ
た
パ
ソ

コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
を
真
剣

に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」
に
も

と
づ
き
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る

「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
の
皆
様
と
メ
ー
カ
ー

が
協
力
し
な
が
ら
、
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン

を
再
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物

の
削
減
と
資
源
の
有
効
利
用
の
促
進
を
目

指
す
も
の
で
す
。
こ
の
「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク

ル
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◎
10
月
以
降
の
パ
ソ
コ
ン
の
ご
み
出
し
に

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

現
在
、
苅
田
町
で
は
、
家
庭
の
使
用
済

み
パ
ソ
コ
ン
を
毎
月
１
回
大
型
家
電
の
日

に
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
以
降
は
こ

の
法
律
に
基
づ
き
、
メ
ー
カ
ー
等
に
よ
る

自
主
回
収
が
始
ま
る
こ
と
を
受
け
て
、
町

の
収
集
は
行
な
わ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
10
月
以
降
に
販
売
さ

れ
る
パ
ソ
コ
ン
を
排
出
す
る
場
合
、
メ
ー

カ
ー
が
無
料
で
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
以
前
に
販
売
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
排
出

す
る
場
合
、
消
費
者
（
排
出
者
）
が
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
詳
細
は
、
順
次
、
広
報
紙
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

10
月
1
日
か
ら
家
庭
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
に
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（（
社
）
電
子

情
報
技
術
産
業
協
会
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.p
c
3
r.jp

）
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
保
全
課
廃
棄
物
対
策
係
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

巡回廃止場所（平成15年10月1日より廃止）　 
コース 巡回場所 巡回時間 

Aコース 

隔週木曜日 
（第１･第３木曜日） 

白石日産社宅 

二崎浄水場 

13:30 ～14:15

14:40 ～15:10

Bコース 

隔週金曜日 
（第１･第３木曜日） 

猪熊公民館 

浄土院公民館 

11:15 ～11:45

13:45 ～14:15

岡崎公民館 

上片島公民館 

14:30 ～15:00

15:15 ～15:45

Cコース 

隔週木曜日 
（第２･第４木曜日） 

戸早学園 12:20 ～12:50
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ご
存
じ
で
す
か
?

「
防
災
の
日
」

1
9
2
3
年
（
大
正
12
年
）
9
月
1
日

に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

災
害
を
忘
れ
な
い
た
め
に
こ
の
日
を
「
防

災
の
日
」
と
し
て
全
国
で
防
災
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
。」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
常
日
頃

か
ら
災
害
に
対
し
て
の
心
構
え
、
備
え
は

万
全
で
し
ょ
う
か
？
日
頃
か
ら
の
心
構
え
、

備
え
は
非
常
に
大
切
で
す
。
災
害
に
対
し

て
の
心
構
え
を
次
に
列
記
し
て
い
ま
す
の

で
十
分
な
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
地
震
編

○
家
族
を
守
る
地
震
の
心
得

①
ま
ず
わ
が
身
の
安
全
を
図
る
。
な
に
よ

り
も
大
切
な
の
は
命
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
〜
あ
わ
て
ず
さ
わ

が
ず
冷
静
に
〜
　
「
火
を
消
せ
！
」
と
み

ん
な
で
声
を
か
け
合
い
、
調
理
器
具
や
暖

房
器
具
な
ど
の
火
を
確
実
に
消
す
。

③
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る
。
と
く
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
内
に
い
る
と
き

は
、
閉
め
た
ま
ま
だ
と
建
物
が
ゆ
が
み
、

出
入
口
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

④
外
に
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に
。

瓦
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
に
注
意
し
、

落
ち
着
い
た
行
動
を
。

⑤
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
か
べ
や
川
べ
り

に
近
寄
ら
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱
・

自
動
販
売
機
な
ど
は
倒
れ
や
す
い
の
で
要

注
意
。

⑥
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波
に
注
意
す

る
。
山
間
部
や
海
岸
地
帯
で
地
震
を
感
じ

た
ら
、
早
め
の
避
難
体
制
を
。

⑦
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
小
限
に

す
る
。
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
使
わ
な
い
。

⑧
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
。

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
、
ケ
ガ

人
な
ど
に
声
を
か
け
み
ん
な
で
助
け
合
う
。

⑨
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
余
震
を
恐
れ

な
い
。
う
わ
さ
や
デ
マ
に
振
り
回
さ
れ
な

い
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
正
し
い
情
報
を
。

◎
風
水
害
編

○
台
風
や
集
中
豪
雨
に
備
え
る
た
め
に

①
側
溝
の
詰
ま
り
な
ど
、
家
の
周
辺
の
水

は
け
を
よ
く
し
て
、
雨
水
の
流
れ
を
せ
き

止
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
雨
ど
い
や
排
水
口
の
点
検
を
し
て
、
落

ち
葉
や
土
砂
な
ど
を
取
り
除
き
、
継
ぎ
目

の
は
ず
れ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

③
家
財
道
具
を
安
全
な
場
所
に
移
す
。

○
台
風
・
豪
雨
対
策
10
か
条

①
台
風
や
大
雨
に
関
す
る
情
報
を
注
意
深

く
聴
く
。

②
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。

③
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
室
内
に
取
り

込
む
か
、
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

④

戸
や
窓
の
隙
間
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
は

る
。
雨
戸
が
あ
れ
ば
し
め
る
。

⑤
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ロ
ウ
ソ
ク

を
用
意
す
る
。
予
備
の
電
池
も
忘
れ
ず
に
。

⑥
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
非
常
持

ち
出
し
袋
を
用
意
す
る
。
ま
た
、
断
水
に

備
え
て
飲
料
水
を
数
日
分
確
保
す
る
。

⑦
浸
水
に
備
え
て
家
財
道
具
を
で
き
る
だ

け
高
い
場
所
に
移
動
す
る
。

⑧
病
人
、
乳
幼
児
、
お
年
寄
り
な
ど
は
安

全
な
場
所
に
移
動
す
る
。

⑨
ガ
ス
の
元
栓
は
必
ず
締
め
る
。

⑩
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場
所
と
避
難

コ
ー
ス
を
確
認
し
合
う
。

○
洪
水
の
時
は
こ
う
し
て
避
難

①
裸
足
・
長
靴
は
禁
物
。
ひ
も
で
し
め
ら

れ
る
運
動
靴
が
よ
い
。

②
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
お
互
い
の
身
体
を

ロ
ー
プ
で
結
ん
で
避
難
す
る
。
と
く
に
子

ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
。

③
歩
け
る
深
さ
は
男
性
で
70
㎝
、
女
性
50

㎝
。
水
深
が
腰
ま
で
あ
る
よ
う
な
ら
無
理

は
禁
物
。
高
所
で
救
援
を
待
つ
。

④
水
面
下
に
は
ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で
い

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
長
い
棒
を
杖
が

わ
り
に
し
て
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
歩
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
病
人
な
ど
は
背
負
う
。
幼

児
は
浮
き
袋
、
乳
児
は
ベ
ビ
ー
バ
ス
を
利

用
し
て
安
全
を
確
保
す
る
。

◎
災
害
に
強
い
ま
ち
を

つ
く
る
に
は
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、「
家
の
下
敷

き
に
な
っ
た
人
を
近
所
の
人
が
救
出
し
た
」

「
み
ん
な
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
し
て
延
焼
を

食
い
止
め
た
」
な
ど
、
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
た
活
動
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
は
一
人
ひ
と
り
が

バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
す
る
よ
り
も
、
地
域
の

人
々
が
協
力
し
て
防
災
活
動
に
当
る
ほ
う

が
効
果
的
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
自
主
防
災
組
織

を
つ
く
っ
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

▲町内各災害場所の確認をする町長と助役（7月12日）
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〜
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
び
、

平
和
の
尊
さ
を
永
遠
に
語
り
つ
ぐ
た
め
に
〜

作
文
集
「
平
和
の
ね
が
い
」
に
入
選
し
た
町
内
の
小
・
中
学
生
の
代

表
者
21
名
が
8
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・

平
和
祈
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
先
立
ち
8
月
1
日
に
図
書
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
で
、
入
選
者

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
6
日
8
時
15
分
、
広
島
市
平
和
公
園
で
は
、
参
加
者
4
万
人
が
、

静
か
に
響
く
鐘
の
音
と
と
も
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
代
表
の
21
名
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
説
明
に

よ
り
爆
心
地
よ
り
最
も
近
い
本
川
小
学
校
の
資
料
館
、
平
和
公
園
周
辺

の
慰
霊
碑
・
原
爆
ド
ー
ム
、
平
和
記
念
資
料
館
等
を
見
学
し
、
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
、
平
和
で
あ
る
事
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
、
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
と
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
推
進
事
業
と
し
て
、
こ
の
研

修
の
他
に
作
文
集
「
平
和
の
ね
が
い
第
16
集
」
を
発
行
し
、
学
校
及
び

公
共
施
設
に
配
布
し
ま
し
た
。
8
月
１
日
か
ら
3
日
ま
で
は
図
書
館
展

示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
和
祈
念
パ
ネ
ル
展
、
平
和
祈
念
映
画
上
映
会

（
ア
ニ
メ
他
実
録
版
）、
苅
田
小
学
校
被
爆
柿
ノ
木
2
世
資
料
展
を
行
い
、

平
和
の
大
切
さ
を
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
掲
載
し
て
い
る
作
文
は
、
研
修
に
参
加
し
た
児
童
・
生
徒
に

よ
る
も
の
で
す
。（
全
文
原
稿
の
と
お
り
・
敬
称
略
）

平
和
と
い
う
未
来
に
向
か

っ
て与

原
小
学
校
六
年
　
石
田
夏
未

「
怖
い
」、「
す
ご
い
」、「
平
和
」、

こ
の
三
つ
が
今
回
広
島
に
行
っ
た

時
の
私
の
心
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

一
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
怖
い
」

は
、
原
爆
の
す
ご
さ
を
さ
す
。
き

れ
い
だ
っ
た
原
爆
ド
ー
ム
は
、
が

れ
き
の
様
に
黒
く
な
り
、
死
者
の

数
も
爆
風
も
熱
線
も
何
も
か
も
が

怖
い
・
・
・
。
人
が
人
を
殺
す
、

そ
れ
で
何
を
え
る
の
か
、
私
は
分

か
ら
な
い
・
・
・
。

二
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
す
ご

い
」
は
、
像
を
さ
す
。
何
て
言
っ

た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
け
ど
と

に
か
く
す
ご
い
。

原
爆
の
子
の
像
も
、
教
師
と
子

ど
も
の
碑
も
嵐
の
中
の
母
子
像
も

私
は
未
来
を
見
て
い
る
気
が
す
る
。

原
爆
の
子
の
像
は
、
平
和
な
未
来

を
願
い
、
教
師
と
子
ど
も
の
碑
と

嵐
の
中
の
母
子
像
は
子
ど
も
の
未

来
を
見
た
い
と
守
っ
て
い
る
気
が

す
る
。
そ
う
思
う
と
胸
が
痛
む
。

こ
の
時
代
、
人
権
な
ん
て
な
い
ん

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
推
進
事
業

2
0
0
3
広
島
平
和
祈
念
研
修

だ
・
・
・
。
こ
の
時
は
弱
肉
強
食

で
弱
い
者
を
強
い
原
爆
で
殺
す
。

む
ご
い
・
・
・
。
む
ご
す
ぎ

る
・
・
・
。
そ
れ
が
今
、
像
と
な

っ
て
、
平
和
な
未
来
を
生
き
る
私

達
に
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
私

が
、
あ
な
た
達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

ち
ゃ
ん
と
受
け
取
っ
た
よ
。」
と
、

像
に
伝
え
た
。
こ
れ
で
少
し
で
も

喜
ん
で
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ

た
。さ

て
、
最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

「
平
和
」
は
、
文
字
通
り
、
平
和
を

さ
す
。
か
ん
た
ん
に
言
う
と
、
三

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
怖
い
」、「
す

ご
い
」、「
平
和
」
の
結
果
み
た
い

な
も
の
だ
。

ふ
つ
う
に
「
怖
い
」、「
す
ご
い
」

っ
て
思
っ
て
も
、
死
ん
だ
人
は
喜

ば
な
い
し
、
私
達
の
た
め
に
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
、「
怖
い
」、「
す
ご

い
」
と
思
っ
た
ら
、「
今
の
平
和
を

守
り
ぬ
こ
う
。」
と
思
わ
な
く
ち
ゃ

だ
め
な
の
だ
。
や
っ
と
今
、
弱
肉

強
食
の
時
代
か
ら
、
平
和
な
時
代

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
の
だ
。
時

代
が
変
わ
っ
て
人
も
変
わ
っ
た
。

き
っ
と
、
こ
の
こ
と
を
、
広
島
に

行
っ
て
平
和
に
ふ
れ
な
か
っ
た
ら
、

分
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

―
時
代
と
共
に
人
は
変
わ
る
―
。

私
が
広
島
で
学
ん
だ
こ
と

だ
・
・
・
。
良
い
方
へ
も
向
か
う

し
、
悪
い
方
へ
も
向
か
う
・
・
・
。

願
い
や
希
望
は
い
つ
か
必
ず
か

な
う
。
だ
っ
て
、
そ
う
で
し
ょ

う
？
原
爆
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た

広
島
が
あ
ん
な
き
れ
い
な
町
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
。

私
は
・
・
・
原
爆
で
死
ん
だ
人

を
む
だ
死
に
な
ん
か
さ
せ
な
い
。

私
が
、
死
ん
だ
人
の
分
も
、
力
強

く
一
歩
一
歩
、
明
日
に
向
か
っ
て

生
き
て
み
せ
る
。
ど
ん
な
重
荷
に

な
っ
て
も
、
前
に
歩
い
て
み
せ
る
。

だ
っ
て
そ
れ
が
私
に
向
け
ら
れ
た

課
題
な
の
だ
か
ら
・
・
・
。
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広
島
平
和
祈
念
研
修
に
行

っ
て片島

小
学
校
六
年
　
麦
田
和
寿

一
九
四
五
年
八
月
六
日
は
、
世

界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
日
で
す
。
そ
の
八
月
六
日
に

ぼ
く
は
平
和
祈
念
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
広
島
に
行
く

の
も
平
和
祈
念
式
典
に
参
加
す
る

こ
と
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
研
修

に
行
く
前
、
と
て
も
き
ん
張
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
学
校
の
代
表

と
し
て
し
っ
か
り
平
和
の
こ
と
、

戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
、

学
校
の
友
達
や
先
生
達
に
伝
え
よ

う
と
思
い
広
島
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

最
初
に
、
本
川
小
学
校
の
平
和

資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
本
川
小

学
校
は
爆
心
地
に
も
っ
と
も
近
い

学
校
と
し
て
、
ひ
害
に
あ
っ
た
物

や
多
く
の
人
達
の
悲
し
み
や
願
い

も
こ
め
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
資
料
館
で
は
、
五
月
に
行

っ
た
長
崎
で
の
修
学
旅
行
で
は
学

び
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
当
時

の
夏
休
み
は
八
月
十
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
十
日
間
だ
け
と
い
う
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
、
八
月
六
日
の

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
は
平
日
授

業
で
し
た
。
だ
か
ら
、
奇
跡
的
に

も
生
き
残
っ
た
の
は
二
人
だ
け
だ

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
本
当
に
奇

跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ぼ
く
が
も
し
、
そ
の
時
、
そ

の
場
に
い
た
ら
絶
対
に
死
ん
で
い

た
と
思
い
ま
す
。
な
ん
の
罪
も
な

く
、
一
し
ゅ
ん
に
し
て
命
を
う
ば

っ
た
原
爆
を
絶
対
に
許
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
本
川
小
学
校
に
あ

る
大
き
な
木
を
見
た
り
原
爆
の
子

の
像
の
鐘
を
な
ら
し
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
鐘
の
形
が
つ
る
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
周
り
に
は
み
ん
な
が
折
っ
た

つ
る
が
か
ざ
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

き
っ
と
願
い
が
か
な
わ
な
か
っ
た

サ
ダ
コ
の
た
め
だ
と
思
い
ま
し
た
。

千
羽
折
れ
ば
、
病
気
が
治
る
と
聞

い
た
サ
ダ
コ
は
つ
る
を
折
り
続
け

た
が
、
願
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た

と
い
う
話
で
す
。

ぼ
く
の
学
校
で
も
修
学
旅
行
の

時
千
羽
づ
る
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

一
羽
一
羽
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
を
こ
め
て
、
祈
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
か
ざ
ら
れ
て

い
る
千
羽
づ
る
を
見
ま
し
た
。
そ

の
後
、
旅
館
に
行
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
研
修
で
、
も
う

一
つ
目
標
を
立
て
て
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
る

こ
と
で
す
。
一
人
で
も
二
人
で
も

友
達
を
つ
く
っ
て
帰
り
た
い
と
思

っ
た
の
で
す
。
友
達
は
目
標
よ
り

多
く
で
き
て
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

だ
り
話
し
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

中
学
校
に
進
級
し
て
会
え
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

次
の
日
、
朝
早
く
か
ら
平
和
祈

念
式
典
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
何
千
人
い
や
何
万
人
と
い
う

大
勢
の
人
達
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。八

時
十
五
分
。
平
和
の
鐘
が
な

り
ひ
び
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
集

ま
っ
た
人
達
全
員
で
も
く
と
う
を

し
ま
し
た
。

も
く
と
う
を
し
な
が
ら
ぼ
く
は

思
い
ま
し
た
。
平
和
は
す
ば
ら
し

い
。
こ
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続

く
よ
う
に
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ

り
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
友
も
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
町
内
小
・
中
学
校
代
表
の
皆
さ
ん

▲
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広
島
で
感
じ
た
こ
と

新
津
中
学
校
二
年
　
倉
本
愛

私
が
広
島
を
訪
れ
た
の
は
二
回

目
だ
。
一
回
目
は
、
修
学
旅
行
の

時
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時

は
平
和
資
料
館
に
行
っ
て
も
、
怖

く
て
何
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
し
、
印
象
に
残
る
こ
と
も
特

に
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
今
回
の
研

修
で
一
つ
で
も
印
象
に
残
る
こ
と

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
広
島
に
行
っ

た
。広

島
に
着
い
て
最
初
に
行
っ
た

本
川
小
学
校
で
は
、
原
爆
が
落
ち

た
当
時
の
校
舎
の
中
に
入
っ
て
展

示
物
を
見
た
り
、
お
話
を
聞
い
た

り
し
た
。
小
学
校
は
爆
心
地
か
ら

約
四
百
十
メ
ー
ト
ル
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
の
に
、
一
部
が
黒

こ
げ
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
小
学

校
に
い
た
四
百
人
の
う
ち
、
生
徒

一
人
と
教
師
一
人
の
た
っ
た
二
人

だ
け
助
か
っ
た
そ
う
だ
。
私
は
、

子
供
の
命
ま
で
奪
う
な
ん
て
許
せ

な
い
と
思
っ
た
。

私
が
一
番
心
に
残
っ
た
原
爆
慰

霊
碑
等
の
見
学
で
は
、
た
く
さ
ん

の
慰
霊
碑
を
二
時
間
半
か
け
て
見

た
。広

島
に
は
約
四
百
の
碑
が
あ
っ

て
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
と
企

業
、
学
校
、
地
域
に
分
け
ら
れ
る

そ
う
だ
。
私
た
ち
が
見
た
碑
は
学

校
と
地
域
が
多
か
っ
た
と
思
う
。

私
と
同
じ
そ
の
当
時
の
中
学
生
は

建
物
疎
開
を
し
て
い
て
、
働
い
て

い
る
と
き
に
被
爆
し
、
た
く
さ
ん

の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
と
て
も
悲

惨
だ
と
思
っ
た
。
慰
霊
碑
を
見
て

も
戦
争
の
恐
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

平
和
公
園
で
は
、
平
和
の
鐘
や

原
爆
の
子
の
像
な
ど
を
見
た
。
平

和
の
鐘
の
ま
わ
り
に
は
ハ
ス
の
葉

が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
被
爆
当
時
、

ハ
ス
の
葉
で
傷
を
お
お
い
火
傷
の

痛
み
を
し
の
い
だ
被
爆
者
の
霊
を

慰
め
る
た
め
に
ハ
ス
が
植
え
ら
れ

た
そ
う
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が

平
和
の
鐘
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
原
爆
の
子
の
像

な
ど
も
す
べ
て
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

翌
日
、
朝
八
時
か
ら
行
わ
れ
た

式
典
に
行
っ
た
。

五
十
八
年
前
と
同
じ
で
晴
れ
て

い
て
と
て
も
暑
か
っ
た
。
テ
ン
ト

を
は
ら
な
い
理
由
は
五
十
八
年
前

と
同
じ
状
態
に
す
る
た
め
だ
そ
う

だ
。
普
通
で
も
暑
い
の
に
原
爆
が

落
ち
た
時
は
、
考
え
ら
れ
な
い
く

ら
い
暑
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

式
典
で
一
番
心
に
残
っ
た
言
葉
は
、

平
和
宣
言
で
広
島
市
長
が
言
っ
た

「
時
代
は
正
に
戦
後
か
ら
戦
前
へ
大

き
く
舵
を
切
っ
て
い
る
。」
と
い
う

言
葉
だ
。
日
本
が
戦
前
に
な
ら
な

い
よ
う
に
私
達
が
考
え
て
行
く
べ

き
だ
と
思
っ
た
。
八
時
十
五
分
に

黙
と
う
を
し
た
。
二
度
と
戦
争
で

核
兵
器
が
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
願

っ
て
黙
と
う
を
し
た
。
た
っ
た
四

十
五
分
の
式
典
だ
っ
た
け
ど
た
く

さ
ん
の
事
が
心
に
残
っ
た
。

私
が
、
あ
の
時
あ
の
場
所
で
生

き
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
か
。
建
物
疎
開
で
働
い
て

い
た
時
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
事
を

考
え
る
と
と
て
も
怖
い
。
し
か
し
、

罪
の
な
い
子
供
や
生
徒
が
一
瞬
に

原
爆
で
犠
牲
に
な
っ
た
。
人
か
ら

命
を
奪
わ
れ
る
な
ん
て
絶
対
許
せ

な
い
と
思
う
。

私
は
広
島
に
行
っ
て
た
く
さ
ん

印
象
に
残
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
世

界
に
は
た
く
さ
ん
の
核
兵
器
が
あ

る
。核

兵
器
を
な
く
し
、
平
和
の
願

い
を
灯
し
続
け
る
の
は
私
達
子
供

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
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平
和
研
修
を
終
え
て

新
津
中
学
校
二
年
　
川
島
朝
子

予
想
以
上
だ
。
戦
争
の
恐
さ
、

残
酷
さ
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
か
っ
た
、
原
爆
の
実
態
。
人

類
の
勝
手
な
行
動
で
失
わ
れ
た
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

命
。
生
き
て
い
て
も
死
ん
で
も
最

悪
だ
っ
た
、
ま
さ
に
悪
夢
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
物
を
私
は
目
の

当
た
り
に
し
た
。

最
初
に
広
島
の
地
に
来
た
時
は
、

思
わ
ず
「
こ
れ
が
広
島
？
」
と
思

っ
て
し
ま
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、

私
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
と
て
も

華
や
か
で
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
街

だ
っ
た
か
ら
だ
。
と
て
も
原
爆
に

よ
っ
て
焼
け
野
原
に
な
っ
た
所
と

は
思
え
な
か
っ
た
。

私
た
ち
の
住
ま
い
か
ら
一
番
近

く
て
都
会
な
小
倉
よ
り
も
ま
だ
大

き
な
都
市
だ
と
思
え
た
。
だ
が
、

初
め
に
訪
れ
た
本
川
小
学
校
の
旧

校
舎
を
見
る
と
、
や
は
り
そ
こ
は

被
爆
し
た
場
所
な
ん
だ
と
感
じ
る

事
が
で
き
た
。

被
爆
し
た
校
舎
が
残
っ
て
い
る

な
ん
て
す
ご
い
、
と
思
っ
た
。
中

に
も
資
料
を
展
示
し
た
り
、
模
型

を
置
い
た
り
と
、
私
た
ち
に
色
々

と
う
っ
た
え
て
い
る
様
だ
っ
た
。

校
舎
に
あ
る
物
や
、
校
舎
自
体
が

と
て
も
痛
々
し
く
感
じ
た
。

そ
の
後
の
二
時
間
に
わ
た
る
慰

霊
碑
め
ぐ
り
は
、
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
死
者

へ
の
祈
り
と
繰
り
返
さ
な
い
願
い

を
感
じ
る
も
の
だ
と
思
う
。
二
百

に
も
お
よ
ぶ
数
々
の
慰
霊
碑
。
広

島
の
人
々
の
想
い
と
祈
り
と
願
い

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

よ
く
平
和
学
習
の
ビ
デ
オ
な
ん

か
で
見
る
、
サ
ダ
コ
さ
ん
の
像
だ

が
、
案
外
想
像
と
違
う
も
の
だ
っ

た
。
も
っ
と
開
け
た
所
か
と
思
っ

た
が
、
そ
こ
は
木
々
に
囲
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
千
羽
鶴
が
置
か
れ
て

い
た
。
私
た
ち
が
折
っ
た
鶴
も
そ

こ
に
並
び
、
共
に
祈
り
を
さ
さ
げ

た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
が
な

い
よ
う
に
。

平
和
祈
念
式
典
に
は
信
じ
ら
れ

な
い
程
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。

中
に
は
外
国
の
人
も
い
て
、
様
々

な
人
々
が
広
島
に
集
ま
っ
て
、
被

爆
者
を
弔
い
、
祈
っ
て
く
れ
て
、

と
て
も
感
動
し
た
。
う
れ
し
か
っ

た
。
小
泉
首
相
も
式
典
に
参
加
し

た
し
、
少
し
は
自
衛
隊
派
遣
に
つ

い
て
も
考
え
て
く
れ
る
と
よ
い
の

だ
け
れ
ど
・
・
・
。

式
典
の
後
、
多
く
の
人
が
資
料

館
を
訪
れ
て
い
た
。
人
が
多
す
ぎ

た
し
、
時
間
も
短
か
っ
た
の
で
し

っ
か
り
と
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
す
さ
ま
じ
い
恐
さ
を
感

じ
た
。
八
時
十
五
分
き
っ
か
り
で

止
ま
っ
た
時
計
や
、
変
形
し
た
ガ

ラ
ス
。
何
よ
り
も
怖
か
っ
た
の
が

そ
の
当
時
の
模
型
だ
。
と
て
も
リ

ア
ル
で
、
痛
々
し
く
て
、
み
ん
な

手
を
だ
ら
り
と
前
に
出
し
て
、
本

当
に
ゾ
ン
ビ
の
様
な
の
だ
。
も
う

見
る
の
も
嫌
な
ぐ
ら
い
だ
。「
資
料

館
は
こ
わ
い
」
と
は
本
当
だ
っ
た

の
か
、
と
思
っ
た
。

被
爆
し
た
地
、
ヒ
ロ
シ
マ
。
今

で
は
も
う
戦
後
の
傷
も
癒
え
て
跡

に
残
っ
た
の
は
わ
ず
か
だ
。
だ
が

そ
れ
で
も
、
こ
の
こ
と
は
実
際
に

あ
っ
た
事
実
だ
。
目
を
そ
ら
し
て

は
い
け
な
い
。
バ
カ
な
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
残
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
だ
け
ど
私
達
は

何
も
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
回
の
研
修
は
実
の
あ
る
物
に
な

っ
た
と
思
う
。
少
し
だ
け
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
知
識
を
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
、
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
私
た
ち
の
課
題
だ
。
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①
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
適
用
者
で
同
法
第

15
条
第
6
号
の
規
定
に
よ
り
通
院
に
伴
う
移
送
費

が
支
給
さ
れ
る
者

②
他
の
法
令
等
に
よ
り
通
院
に
伴
う
交
通
費
が
支

給
さ
れ
る
者

◎
所
得
制
限

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
給
付
金
の
額

給
付
金
の
額
は
、
月
額
2
0
0
0
円
と
す
る
。

◎
給
付
金
の
申
請

○
給
付
金
を
受
け
る
た
め
の
申
請
者
は
、
受
給
資
格
者

本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
若
し
く
は
そ
の
扶
養
親
族

と
す
る
。
○
提
出
書
類
①
福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉

給
付
金
認
定
申
請
書
②
受
給
資
格
者
の
属
す
る
世
帯
全

員
の
住
民
票
の
写
し
③
受
給
資
格
者
及
び
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
並
び
に
扶
養
親
族
数
の
証
明
書
（
前
年

の
所
得
証
明
は
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴

収
票
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。）
④
通
院
証
明
書
⑤
債
権
者
登
録
証(

新
規

の
方
の
み)
⑥
振
込
先
予
定
の
通
帳
（
新
規
の
方
の
み
）

①
、
④
、
⑤
は
苅
田
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
パ

ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
の
健
康
福
祉
課
）
に
お
い
て
い
ま
す
。

◎
給
付
方
法

金
融
機
関
等
の
口
座
振
替
又
は
送
金
払
い
と
す
る
。

◎
申
請
書
等
の
提
出
期
限
と
提
出
場
所

申
請
者
は
提
出
書
類
を
す
べ
て
そ
ろ
え
て
苅
田

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

内
の
健
康
福
祉
課
）
に
9
月
30
日
ま
で
に
提
出
す

る
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
　
健
康
福
祉
支
援
係

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
１
１
5

～町民健康診査等のお知らせ～
平成15年度の町民健康診査、女性の健康診査を下記のとおり実施いた

します。健康診査は体の中の健康度を測る検査として重要なものです。
皆様の受診をお勧めします。毎年、対象者の方に案内（ハガキ「受診
券」・8月上旬に送付済み）を送付しております。
★健診期間　10月31日（金）まで
★実施機関　町内実施医療機関（日曜、祝祭日を除く午前中）
★料金　前立腺がん検診のみ500円です。ただし住民税非課税世帯等、または70歳以上の方は無料です。
◎問い合わせ先　健康福祉課健康福祉支援係（パンジープラザ内）

TEL093・436・5115

8月上旬にハガキが届いていない方
・社会保険の被扶養者（サラリーマンの
妻など）
＊健康保険証をご持参の上、直接各医療
機関で健診をうけることができます。

就
労
等
の
理
由
に
よ
り
、
夜
間
に
人
工
透
析
に
よ
る

治
療
（
夜
間
の
人
工
透
析
治
療
と
は
、
人
工
透
析
の
治

療
開
始
時
間
が
原
則
と
し
て
午
後
5
時
以
降
に
な
る
こ

と
を
い
う
。）
を
受
け
て
い
る
腎
臓
疾
患
患
者
に
対
し
通

院
に
伴
う
交
通
費
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
。

◎
受
給
資
格
者

給
付
金
受
給
資
格
者
と
は
、
福
岡
県
内
（
指
定
都
市

を
除
く
）
に
居
住
し
、
腎
臓
疾
患
の
た
め
に
夜
間
に
人

工
透
析
の
治
療
を
受
け
て
い
る
者
で
、
次
に
掲
げ
る
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
第
4
項
の
規
定
に
よ
り

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

②
夜
間
の
人
工
透
析
治
療
回
数
が
一
月
5
回
以
上
に
及

ぶ
こ
と

③
通
院
距
離
（
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
を
い

う
。）
又
は
通
院
費
用
が
次
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
専
ら
自
家

用
車
を
使
用
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、（
ア
）
に
該
当
し

な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
公
共
交
通
機
関
又
は
タ
ク
シ

ー
を
使
用
し
、
通
院
に
伴
う
費
用
を
2
0
0
0
円
以
上

負
担
し
た
月
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
月
に
つ
い
て
は
、

（
イ
）
又
は
（
ウ
）
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。

（
ア
）
自
家
用
車
使
用
の
場
合

通
院
距
離
が
片
道
10
㎞
以
上
で
あ
る
こ
と

（
イ
）
公
共
交
通
機
関
使
用
の
場
合

１
か
月
2
0
0
0
円
以
上
の
運
賃
の
負
担
を
し
た

こ
と

（
ウ
）
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合

領
収
書
に
基
づ
き
１
か
月
2
0
0
0
円
以
上
の
負

担
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

◎
給
付
制
限

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
、
給
付
金
を
支

給
し
な
い
。

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

町民健康診査等対象者　（平成16年4月1日現在の年齢です） 
健診等の種類 対　象　年　齢 除　外　者 

町 民 健 康 診 査 40歳以上の男女 

※社会保険本人を除く 

40歳から70歳までの5歳刻みの者 

40歳以上でＣ型肝炎のハイリスク者 
 55歳以上の男性 

19歳から39歳までの女性 

肝炎ウイルス検査 

　　　 〃 

前立腺がん検診 

女性の健康診査 
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公民館 へ 
行こう 

小
波
瀬 

℡
０
９
３
０
・
２
３
・
１
０
０
０ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー 

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
直
接
、

各
公
民
館
へ

講座・教室など

（
楽
し
い
映
画
会
）

「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン

ク
」
（
日
本
語
吹
き
替
え
版

上
映
時
間
１
0
0
分
）

モ
ン
ス
タ
ー
と
少
女
の
心
暖

ま
る
交
流
を
描
い
た
ア
ニ
メ
の

名
作
。

★
日
時
　
9
月
20
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

★
場
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

★
入
場
無
料

（
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

◎
講
師
　
加
藤
久
仁
壽
さ
ん

◎
持
参
品
　
筆
記
用
具

①
エ
ク
セ
ル
初
級

★
日
時

10
月
7
日(

火)

、
8

日(

水)

、
9
日(

木)

午
前
9
時
〜
12
時
（
全
3
回
）

★
定
員
　
一
般
19
人

★
条
件

文
書
作
成
の
で
き
る
人

★
材
料
代
　

テ
キ
ス
ト
代
１
0
0
0
円
　
　
　
　

②
ワ
ー
ド
で
年
賀
状
作
成

★
日
時

10
月
7
日(

火)

、

8
日(

水)

、
9
日(

木)

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

（
全
3
回
）

パンジーパンジー 
プラザプラザ 
 
総合保健福祉センター●講座案内 

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
運
動

実
践
教
室
（
10
期
生
）

参
加
者
募
集
中

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
健
康
増
進

室
へ
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
、
前
号
（
8
月
25

日
号
）
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

「
互
交
会
」
の
お
知
ら
せ

苅
田
町
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
を
保
有
し
て
い
る
仲

間
）
の
会
で
す
。
毎
月
1
回
パ

ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
定
例
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
今
月
の
例
会

は
、
9
月
8
日
（
月
）
に
ア
ウ

ト
ド
ア
と
し
て
、
宗
像
ま
で
行

っ
て
き
ま
し
た
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
互
交
会
会

長
　
森
本
TEL
0
9
3
・
4
3

4
・
4
0
0
8
ま
た
は
、
パ
ン

ジ
ー
プ
ラ
ザ
TEL
0
9
3
・
4
3

6
・
5
1
1
5

西
部
公
民
館 

℡
０
９
３
０
・
２
３
・
８
１
０
０ 

※
申
込
受
付
　
9
月
12
日
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

七
宝
焼
講
座

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

★
日
時
　
10
月
１
日
（
水
）
〜

月
2
回
（
第
１
・
3
水
曜
日
）

中
央
公
民
館 

℡
０
９
３
・
４
３
６
・
０
０
６
１ 

★
定
員
　
一
般
19
人

★
条
件

文
字
入
力
の
で
き
る
人

★
材
料
代
　
資
料
代
１
0
0
円
　
　

○
申
し
込
み
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

＊
往
信
表
面
記
入

（
〒
8
0
0
ー
0
3
5
1
苅
田
町

京
町
2
丁
目
5
番
地
）
苅
田
町

立
中
央
公
民
館
宛

＊
往
信
裏
面
記
入

①
参
加
者
氏
名(

ふ
り
が
な)

①

年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
希

望
講
座

＊
返
信
表
面
は
、
あ
な
た
の
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

返
信
裏
面
は
記
入
し
な
い
で
下

さ
い
。

＊
締
切
は
、
9
月
22
日(
月)

必

着＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

＊
応
募
は
一
人(

一
講
座)

で
お

願
い
致
し
ま
す

＊
3
日
間
出
席
の
で
き
る
方

（
全
5
回
）
午
後
１
時
〜
4
時

★
講
師
　
尾
崎
久
美
子
さ
ん

★
材
料
代
　
実
費

（
初
回
１
0
0
0
円
程
度
）

★
持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
使
い

古
し
の
布
（
メ
リ
ヤ
ス
）
・
手

ふ
き

★
定
員
　
15
人

※
料
理
ア
ラ
カ
ル
ト
講
座
は
、

ま
だ
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
「
か

ん
だ
」
8
月
25
日
号
13
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

（
映
画
会
）

「
海
辺
の
家
」

★
日
時
　
9
月
18
日
（
木
）

午
後
7
時
〜
（
2
時
間
程
度
）

★
キ
ャ
ス
ト

ケ
ビ
ン
・
ク
ラ
イ
ン

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ス
コ
ッ
ト

※
入
場
無
料



15.9.10 ⑯

③
前
田
恵
理
香
（
南
原
小
）
▼
女

子
背
泳
①
櫛
永
ま
ど
か
（
白
川
小
）

◎
3
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
久
保

内
奎
司
郎
（
馬
場
小
）
②
中
園
和

希
（
苅
田
小
）
③
山
口
量
皓
（
苅

田
小
）
▼
女
子
自
由
形
①
落
合
桃

子
（
与
原
小
）
②
高
辻
千
紗
（
与

原
小
）
③
大
塚
仁
美
（
馬
場
小
）

▼
男
子
背
泳
①
中
村
弦
太
（
苅
田

小
）
②
麦
田
康
敬
（
片
島
小
）
▼

女
子
バ
タ
フ
ラ
イ
①
森
元
利
紗

（
馬
場
小
）
▼
女
子
平
泳
①
波
野
佳

緒
里
（
与
原
小
）

◎
4
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
安
岡

翼
（
苅
田
小
）
②
川
寄
光
貴
（
苅

田
小
）
③
城
野
優
一
（
与
原
小
）

▼
女
子
自
由
形
①
河
野
朋
桃
（
与

原
小
）
②
北
原
史
織
（
与
原
小
）

③
辻
茉
奈
美
（
片
島
小
）
▼
女
子

背
泳
①
藤
野
瑚
那
美
（
苅
田
小
）

②
大
池
愛
美
（
苅
田
小
）
③
長
尾

理
子
（
苅
田
小
）
▼
女
子
平
泳
①

倉
本
真
実
（
片
島
小
）

◎
5
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
村
山

亮
太
（
苅
田
小
）
②
原
優
強
（
馬

場
小
）
③
野
村
洪
介
（
与
原
小
）

▼
女
子
自
由
形
①
本
丸
文
菜
（
南

原
小
）
②
中
園
千
恵
梨
（
苅
田
小
）

③
衛
藤
彩
（
苅
田
小
）
▼
男
子
背

泳
①
馬
渡
聡
（
与
原
小
）
▼
男
子

バ
タ
フ
ラ
イ
①
鐘
ヶ
江
渉
（
馬
場

小
）
②
豊
田
俊
輔
（
与
原
小
）
▼

男
子
平
泳
①
小
金
丸
貴
史
（
与
原

小
）
②
古
田
貴
大
（
与
原
小
）
③

増
田
勝
也
（
与
原
小
）
▼
女
子
背

泳
①
門
前
沙
也
（
苅
田
小
）
▼
女

子
バ
タ
フ
ラ
イ
①
栗
原
花
歩
（
与

原
小
）
▼
女
子
平
泳
①
大
下
有
紀

子
（
馬
場
小
）

◎
6
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
和
田

武
大
（
馬
場
小
）
②
松
本
匡
史

（
馬
場
小
）
▼
女
子
自
由
形
①
倉
本

梨
加
（
片
島
小
）
②
本
崎
ま
み

（
馬
場
小
）
③
井
出
杏
子
（
片
島
小
）

▼
男
子
背
泳
①
山
本
将
悟
（
馬
場

小
）
②
高
辻
真
太
郎
（
与
原
小
）

▼
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
①
矢
野
真
輝

（
与
原
小
）
②
冨
原
和
博
（
与
原
小
）

○
小
学
生
50
ｍ

◎
1
年
生
▼
女
子
自
由
形
①
中
尾

舞
香
（
白
川
小
）

◎
2
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
吉
永

広
輝
（
白
川
小
）
②
幸
哲
寛
（
白

川
小
）
▼
女
子
自
由
形
①
奥
田
沙

也
香
（
白
川
小
）
②
西
村
奈
央

（
馬
場
小
）
③
中
島
美
佳
（
白
川
小
）

◎
3
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
富
田

雄
紀
（
苅
田
小
）
②
竹
田
直
暉

（
白
川
小
）
③
小
林
瑠
貴
（
与
原
小
）

▼
女
子
自
由
形
①
田
中
利
佳
（
与

原
小
）
▼
男
子
平
泳
①
井
上
駿
輝

（
白
川
小
）
②
櫛
永
涼
太
（
白
川
小
）

▼
女
子
平
泳
①
渡
邊
香
保
里
（
苅

田
小
）

◎
4
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
前
田

佑
太
郎
（
南
原
小
）
②
柿
本
大
地

（
苅
田
小
）
③
湯
越
優
（
与
原
小
）

▼
女
子
自
由
形
①
吉
梅
喜
衣
（
片

島
小
）
②
藤
原
未
奈
（
白
川
小
）

③
竹
田
千
紘
（
白
川
小
）
▼
女
子

背
泳
①
木
村
有
沙
（
南
原
小
）
▼

女
子
平
泳
①
末
高
ま
い
こ
（
与
原

小
）

◎
5
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
平
松

佑
太
（
白
川
小
）
▼
女
子
自
由
形

①
藤
原
麻
紀
（
白
川
小
）
②
宮
田

麻
未
（
白
川
小
）
▼
女
子
背
泳
①

森
由
希
奈
（
白
川
小
）
▼
女
子
バ

タ
フ
ラ
イ
①
水
口
麻
土
果
（
白
川

小
）
▼
男
子
平
泳
①
大
隈
稔
弘

（
白
川
小
）
▼
女
子
平
泳
①
岩
村
比

呂
美
（
白
川
小
）

◎
6
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
南
勇

太
郎
（
馬
場
小
）
②
麦
田
和
寿

（
片
島
小
）
③
南
川
駿
（
南
原
小
）

▼
女
子
自
由
形
①
松
蔭
麻
希
（
白

川
小
）
②
森
愛
美
（
白
川
小
）
③

矢
野
千
尋
（
馬
場
小
）
▼
男
子
背

泳
①
栗
田
優
一
（
馬
場
小
）
▼
女

子
背
泳
①
中
原
未
晴
（
苅
田
小
）

▼
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
①
守
田
勇

（
白
川
小
）
▼
女
子
バ
タ
フ
ラ
イ
①

富
田
麻
美
（
苅
田
小
）
▼
男
子
平

泳
①
井
上
優
駿
（
白
川
小
）
②
目

野
成
洋
（
白
川
小
）
▼
女
子
平
泳

①
渡
邉
美
沙
（
苅
田
小
）
②
渡
邊

未
来
（
苅
田
小
）
③
西
村
佑
希
子

（
馬
場
小
）

○
小
学
生
リ
レ
ー
の
部

▼
男
子
1
0
0
ｍ
①
馬
場
小
②
苅

田
小
③
与
原
小
A
▼
女
子
1
0
0

ｍ
①
苅
田
小
Ｂ
②
白
川
小
Ａ
③
白

川
小
Ｂ
▼
混
合
1
0
0
ｍ
①
馬
場

小
Ａ
②
南
原
小
Ａ
③
片
島
小
Ｂ

第
27
回
苅
田
町
水
泳
大
会

※
8
月
3
日
　
苅
田
町
民
プ
ー
ル

※
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会

（
敬
称
略
）

○
小
学
生
未
満
25
ｍ

▼
男
子
自
由
形
①
岩
永
巧
（
わ
ん

ぱ
く
園
）
▼
女
子
自
由
形
①
末
石

明
日
香
（
み
ど
り
幼
稚
園
）
②
土

井
萌
夏
（
わ
ん
ぱ
く
園
）
③
森
山

恵
理
（
わ
ん
ぱ
く
園
）

○
小
学
生
25
ｍ

◎
１
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
濱
本

健
司
（
苅
田
小
）
▼
女
子
自
由
形

①
久
保
内
ひ
な
の
（
馬
場
小
）
②

藤
原
佳
奈
（
白
川
小
）

◎
2
年
生
▼
男
子
自
由
形
①
末
石

竜
也
（
南
原
小
）
②
門
前
徹
（
苅

田
小
）
③
渡
辺
一
輝
（
苅
田
小
）

▼
女
子
自
由
形
①
河
野
瑞
智
（
与

原
小
）
②
宮
本
七
海
（
南
原
小
）

まち わだい の 
Town 
 News

大会
結果
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⑰ 15.9.10

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
・

ふ
く
お
か
　

第
46
回
福
岡
県
民
（
夏
季
・
秋

季
）
体
育
大
会
に
苅
田
町
よ
り
多

数
の
選
手
が
出
場
。

各
々
の
予
選
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
、
京
都
郡
代
表
と
し
て
8
月

17
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
夏
季

大
会
（
水
泳
）
に
8
名
の
選
手
が

出
場
し
、
大
会
新
記
録
を
出
す
な

ど
、
健
闘
し
ま
し
た
。

◎
夏
季
大
会
（
敬
称
略
）

○
水
泳
（
福
岡
県
立
総
合
プ
ー
ル
）

★
選
手
　
木
村
有
沙
（
小
4
年
以

下
50
ｍ
自
由
形
）、
吉
梅
喜
衣
（
小

4
年
以
下
50
ｍ
自
由
形
）、
前
田
佑

太
郎（
小
4
年
以
下
50
m
自
由
形
）、

柿
本
大
地
（
小
4
年
以
下
50
m
自

由
形
）、
吉
梅
龍
（
中
学
１
0
0
m

平
泳
ぎ
）、
廣
門
和
則
（
60
〜
64
歳

50
ｍ
平
泳
ぎ
　
１
位
・
大
会
新
記

録
）、
南
勇
太
郎
（
小
学
5
、
6
年

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
１
位
）、
栗
田

優
一
（
小
学
5
、
6
年
50
ｍ
背
泳

ぎ
　
2
位
）

◎
秋
季
大
会
（
敬
称
略
）

（
9
月
27
、
28
日
開
催
予
定
）

代
表
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

○
陸
上
（
福
岡
市
）

★
監
督
　
谷
口
友
茂
（
選
手
）

松
本
博
、
荒
巻
秀
文
、
西
内
孝
樹
、

堀
孝
浩
、
松
本
啓
介
、
藤
田
昌
弘
、

中
尾
孝
昭
、
立
石
孝
史
、
畑
田
勝

一
、
安
成
文
憲
、
中
本
計
三
、
渡

辺
修
平
、
小
川
聖
史
、
樺
島
千
恵

美○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
福
岡
市
）

（
一
般
男
子
の
部
）

★
監
督
　
金
丸
基
弘
（
選
手
）
高

城
栄
司
、
真
鍋
純
一
、
柿
本
久
、

下
田
浩
一
、
三
木
茂
生
、
荒
木
宏

昌
、
山
下
明
博
、
中
村
勉

（
青
年
女
子
の
部
）

★
監
督
　
金
丸
基
弘
（
選
手
）

山
田
み
ゆ
き
、
油
田
　
英
子
、
村

田
華
奈
子
、
川
名
千
枝
子
、
天
本

み
ゆ
き
、
大
田
千
春
、
天
本
め
ぐ

み
、
中
津
井
暁
子
、
重
谷
仁
美

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
一
般
男
子
の
部
・
新
宮
町
）

★
監
督
　
濱
崎
哲
也
（
選
手
）
北

原
正
人
、
井
田
考
一
、
西
村
靖
春
、

塩
塚
啓
史
、
今
宮
幸
浩
、
伊
塚
親
、

後
藤
博
、
柴
田
大
輔
、
柳
田
峻
助
、

磯
崎
清
一
、
上
野
智
広
、
小
谷
桂

一
（
コ
ー
チ
）
林
正
美
（
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
楠
野
由
美

（
青
年
男
子
の
部
・
久
山
町
）

★
監
督
　
河
野
広
志
（
選
手
）
井

手
尾
隆
、
緒
方
信
、
黒
田
太
郎
、

山
口
嗣
之
、
三
好
貴
大
、
西
村
崇
、

上
田
裕
之
、
中
富
豊
、
赤
石
秀
隆
、

阿
部
奨
、
河
野
敦
雄
、
河
野
真
樹

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
福
岡
市
）

（
一
般
の
部
）

★
監
督
　
山
田
善
徳
（
選
手
）
原

本
賢
一
、
後
藤
正
彦
、
井
本
一
起
、

平
川
慎
也

（
壮
年
の
部
）

（
選
手
）
山
中
道
生
、
岩
本
直
樹
、

山
田
善
徳

○
卓
球
（
粕
屋
町
）

（
一
般
の
部
）

★
監
督
兼
選
手
　
金
光
利
夫
（
選

手
）
有
延
光
司
、
藤
岡
一
徳
、
大

谷
幹
也
、
畠
田
久
美
子
、
宮
川

和
子

（
壮
年
の
部
）

（
選
手
）
多
田
達
也
、
野
崎
正
彦
、

大
田
春
美
、
多
田
加
代
子

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
一
般
男
子
の
部
・
那
珂
川
町
）

★
監
督
兼
選
手
　
富
村
道
徳
（
選

手
）
伊
藤
博
史
、
堤
幸
三
、
九
十

九
政
治

（
一
般
女
子
の
部
・
那
珂
川
町
）

★
監
督
　
森
田
弘
美
（
選
手
）
森

田
奈
津
美
、
城
井
ま
ゆ
み
、
牟
田

和
恵
、
原
田
千
恵

（
青
年
の
部
・
春
日
市
）

★
監
督
兼
選
手
　
中
谷
勇
（
選
手
）

森
下
信
一
、
安
本
亜
希
子

（
壮
年
男
子
の
部
・
春
日
市
）

（
選
手
）
城
井
五
十
二
、
松
本
比
呂

貴
、
吉
武
淳
、
松
尾
孝
幸
、
森
田

正
浩
、
塩
塚
稔

（
壮
年
女
子
の
部
・
春
日
市
）

★
監
督
兼
選
手
　
牟
田
ト
シ
子

（
選
手
）
城
井
京
子
、
小
山
美
知
子
、

辛
島
む
つ
え

○
柔
道
（
宇
美
町
）

（
一
般
男
子
の
部
）

★
監
督
　
岩
永
成
美
（
選
手
）
有

山
司
、
井
本
賢
隆

○
剣
道
（
筑
紫
野
市
）

（
青
年
男
子
の
部
）

★
監
督
　
榎
信
義
（
選
手
）
岸
上

雄
一
郎
、
岡
崎
裕
樹
、
岸
上
聖
明
、

加
藤
龍
二

（
一
般
男
子
の
部
）

★
監
督
　
榎
義
貞
（
選
手
）
上
野

悟
、
中
村
泰
明

○
弓
道

（
一
般
男
子
の
部
・
大
野
城
市
）

★
監
督
　
磯
　
日
出
松
（
選
手
）

大
西
義
彦
、
新
忠
雄
、
久
保
義
彦
、

宮
崎
寿
三

（
青
年
の
部
・
大
野
城
市
）

★
監
督
　
中
野
光
蔵
（
選
手
）
井

内
順
一
、
井
本
佳
代
、
高
山
幸
治

大会・出場選手紹介など

秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
日
時
　
10
月
19
日
（
日
）
開
会

式
　
午
前
9
時
（
受
付
　
午
前
8

時
30
分
）

★
会
場
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

★
参
加
資
格
　
原
則
と
し
て
苅
田

町
在
住
在
職
の
一
般
社
会
人
、
学

生
（
小
学
生
以
上
）

★
種
別
　
男
子
、
女
子
、
マ
マ
さ

ん
の
各
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
級
（
マ

マ
さ
ん
は
Ｗ
の
み
）

★
競
技
方
法
　
リ
ー
グ
又
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
（
役
員
で
決
定
）

★
申
込
　
10
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
体
育
協
会
事
務
局
へ
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
4
7
2
6

第
32
回
苅
田
町
壮
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

★
日
時
　
10
月
19
日
（
日
）、
10

月
26
日
（
日
）
開
会
式
　
午
前
8

時
30
分
（
受
付
　
午
前
8
時
）

★
会
場
　
大
熊
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
参
加
資
格
　
原
則
と
し
て
、
苅

田
町
在
住
在
職
の
40
歳
以
上
の
男

子
チ
ー
ム

★
申
込
　
10
月
14
日
（
火
）
ま
で

体
育
協
会
事
務
局
へ
。
尚
、
申
込

用
紙
は
事
務
局
に
準
備
し
て
い
ま

す
。

◎
主
将
会
議
並
び
に
抽
選
会
　
10

月
14
日
（
火
）
午
後
6
時
30
分
〜

総
合
体
育
館
会
議
室

第
34
回
苅
田
町
サ
ッ
カ
ー

大
会

★
日
時
　
10
月
19
日
（
日
）
開
会
式

午
前
8
時
15
分
（
受
付
　
午
前
8
時
）

★
会
場

馬
場
小
学
校
下
サ
ッ
カ
ー
場
他

★
参
加
資
格
　
原
則
と
し
て
町
内

在
住
在
職
の
一
般
社
会
人

★
申
込
　
10
月
15
日
（
水
）
ま
で

に
体
育
協
会
事
務
局
へ

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
4
7
2
6

◎
主
将
会
議
（
抽
選
会
）

10
月
15
日
（
水
）
午
後
6
時
〜

総
合
体
育
館
会
議
室

10
月
分
ナ
イ
タ
ー
抽
選
会

★
日
時
　
9
月
22
日
（
金
）
午
後

6
時
〜
　
総
合
体
育
館
会
議
室
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くらしの情報
平
成
16
年
度
保
育
園
児
入
園
の

ご
案
内

来
年
4
月
新
入
園
及
び
継
続
の
方
に
つ

い
て
は
10
月
1
日
（
水
）
よ
り
申
請
を
受

付
い
た
し
ま
す
。

※
別
紙
折
込
の
「
保
育
園
児
入
園
案
内
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課
社
会
福

祉
係
　
TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8

（
内
線
2
3
8
）

農
政
課
か
ら
の
お
願
い
！

休
耕
田
の
草
刈
に
つ
い
て

雑
草
等
が
繁
茂
し
た
水
田
は
、
害
虫
及

び
火
災
の
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
の
水
田
及
び
宅
地
に
迷
惑
と
な

り
ま
す
の
で
、
雑
草
の
除
去
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
刈
り
取
っ
た
草
が
周
囲
の
水
田

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
般
に
除
草
剤
に
よ
る
除
草
は

簡
便
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
る
と
畦
を
崩

壊
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
畦
に

除
草
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
農
協
（
TEL

0
9
3
0
・
2
5
・
7
7
0
1
）、
防
除
所

(
TEL
0
9
3
0
・
2
4
・
6
4
6
4)

、
普

及
セ
ン
タ
ー
（
TEL
0
9
3
0
・
2
2
・
0

4
7
1
）
等
専
門
の
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「
枝
豆
収
穫
祭
」
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？

澄
み
わ
た
る
秋
空
の
下
、
白
川
の
お
い

し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
家
族
そ
ろ
っ

て
実
り
の
秋
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

枝
豆
を
収
穫
し
た
後
、
苅
田
町
女
性
農

業
機
械
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
、
地
元
食

材
を
使
っ
た
心
づ
く
し
の
お
昼
を
食
べ
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
農
家
の
気
分
を
体
験
し
て
下

さ
い
。

★
日
時
　
10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
（
枝
豆
の
生
育
状
況
、
天
候
に

よ
り
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。）

★
場
所
　
苅
田
町
大
字
黒
添
　
苅
田
病
院

近
く
の
枝
豆
畑

★
申
込
み
　
先
着
30
組
（
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

苅
田
町
役
場
農
政
課
宛
に
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
１
組
3
人
ま
で
で
す
。

★
受
付
期
間
　
9
月
11
日
〜
30
日
（
参
加

決
定
者
に
は
、
後
日
役
場
か
ら
連
絡
致
し

ま
す
。）

★
枝
豆
狩
り
の
方
法

①
畑
の
受
付
で
荒
縄
を
１
本
5
0
0
円
で

購
入
し
て
下
さ
い
。

②
畑
で
枝
豆
を
抜
い
た
り
、
は
さ
み
で
切

っ
た
り
し
て
、
縄
で
縛
っ
て
お
持
ち
帰
り

下
さ
い
。

（
当
日
は
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
、
軍
手
や

は
さ
み
等
を
お
持
ち
下
さ
い
。）

★
主
催
　
苅
田
町
役
場
農
政
課

農
政
水
産
係
　

★
協
力
　
福
岡
み
や
こ
農
業
協
同
組
合
、

苅
田
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
苅
田
町
女
性

農
業
機
械
グ
ル
ー
プ
「
グ
リ
ー
ン
ズ
」

★
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
農
政
水
産
係

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
9
3

西
日
本
工
業
大
学
公
開
講
座

◎
第
20
回
教
養
大
学

①
10
月
4
日
（
土
）「
新
聞
樂
」
②
10
月
11

日
（
土
）「
こ
こ
ろ
と
健
康
」
今
を
生
き
よ

う
③
10
月
18
日
（
土
）
芭
蕉
の
世
界
を
旅

し
ま
し
ょ
う
（
1
）
④
10
月
25
日
（
土
）

芭
蕉
の
世
界
を
旅
し
ま
し
ょ
う
（
2
）
⑤

11
月
8
日
（
土
）
生
と
死
を
見
つ
め
、
支

え
る
家
族
⑥
11
月
15
日
（
土
）
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
⑦
11
月
22
日
（
土
）
や

さ
し
い
経
済
⑧
11
月
29
日
（
土
）
自
立
と

介
護
〜
実
践
と
し
て
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
〜

★
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
25
分

★
募
集
人
員
　
1
0
0
人

★
参
加
料
　
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
1
0
0
0
円
別
途
必
要
）

★
申
込
締
切
　
9
月
27
日
（
土
）

◎
語
学
講
座

①
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座
（
中
級
〜
上
級
）

★
日
時
　
10
月
1
日
（
水
）
〜
12
月
17
日

（
水
）

毎
週
水
曜
日
　
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
（
全
12
回
）

★
募
集
人
員
　
30
人

★
費
用
　
1
0
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

★
申
込
締
切
　
9
月
20
日
（
土
）

②
英
会
話
講
座

★
日
時
　
10
月
1
日
（
水
）
〜
12
月
17
日

（
水
）

毎
週
水
曜
日
　
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
（
全
12
回
）

★
募
集
人
員
　
20
人

★
費
用
　
1
0
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

★
申
込
締
切
　
9
月
20
日
（
土
）

●
申
込
方
法
　
は
が
き
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
①
受
講
希
望
講
座

名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
西
日
本
工
業
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宛
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
西
日
本
工
業

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
8
0
0
ー

0
3
9
4

苅
田
町
新
津
1
ー
11
）

TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
1
4
9
1

FAX
0
9
3
0
・
2
4
・
7
9
0
0

Ｅ
メ
ー
ル
　life

@
n
is
h
ite
c
h
.a
c
.jp

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
（
10
月
1
日
）

10
月
1
日
に
、
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
街
づ

く
り
に
生
か
さ
れ
る
大
切
な
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、
調

査
員
が
調
査
票
を
お
届
け
し
、
後
日
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

｢夢がある　家・まち・くらし　調査から｣

住宅・土地統計調査
10月1日総務省統計局　福岡県苅田町

★問い合わせ先　企画課
TEL093・434・1114
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TEL
0
9
3
0
・
5
6
・
0
2
5
1

★
相
談
事
項
　
○
金
銭
問
題
○
離
婚
○
交

通
事
故
○
相
続
○
土
地
・
家
屋
問
題
○
家

庭
問
題
の
調
停
○
サ
ラ
金
問
題
○
そ
の
他

一
切
の
調
停
相
談

★
問
い
合
わ
せ
先
　
行
橋
調
停
協
会

（
行
橋
市
行
事
1
丁
目
8
番
23
号

福
岡
地
方
・
家
庭
裁
判
所
行
橋
支
部
内
）

TEL
0
9
3
0
・
2
2
・
0
0
3
5

※
な
お
、
相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
事
項

は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

障
害
の
あ
る
方
々
の
就
業
を
拡
大
す
る

た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
日
時
　
10
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
4
時

★
会
場
　
北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
東
曲
里
町
3
ー
1
）

★
主
催
　
福
岡
県
・
福
岡
労
働
局
・
各
公

共
職
業
安
定
所
・
（
社
）
福
岡
県
障
害
者

雇
用
促
進
協
会

★
参
加
料
　
無
料

★
問
い
合
わ
せ
先
　
行
橋
公
共
職
業
安
定
所

（
行
橋
市
西
宮
市
5
ー
2
ー
47
）

TEL
0
9
3
0
・
2
5
・
8
6
0
9

難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修

○
1
級
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

★
日
時
・
場
所
　
①
10
月
8
日
（
水
）
午

後
1
時
〜
4
時
50
分
　
豊
前
総
合
庁
舎
4

階
大
会
議
室
　
②
10
月
21
日
（
火
）
午
後

1
時
〜
3
時
30
分
　
福
岡
県
京
築
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
築
上
支
所

★
対
象
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
過
程
研

修
の
修
了
者
及
び
履
修
中
の
人
、
お
よ
び

介
護
福
祉
士

○
2
・
3
級
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

★
日
時
・
場
所
　
10
月
8
日
（
水
）
午
後

1
時
〜
4
時
50
分
　
豊
前
総
合
庁
舎
4
階

大
会
議
室

★
対
象
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
・
3
級
過

程
研
修
の
修
了
者
及
び
履
修
中
の
人

●
申
込
締
切
　
9
月
26
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
京
築
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
築
上
支
所
（
〒
8
2
8
ー

0
0
2
1

福
岡
県
豊
前
市
大
字
八
屋
2

0
0
7
ー
1
）

TEL
0
9
7
9
・
8
2
・
3
3
0
8

第
2
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

★
日
時
　
11
月
23
日(

日)

午
前
10
時
〜

★
会
場

行
橋
会
場(

県
立
行
橋
高
校)

、
飯

塚
会
場(

近
畿
大
学)

、
北
九
州
会
場(

九
州

共
立
大
学)

★
試
験
の
種
類

甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種

★
受
験
料
　
甲
種
5
0
0
0
円
、
乙
種
3

4
0
0
円
、
丙
種
2
7
0
0
円

★
願
書
　
苅
田
町
消
防
本
部
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

★
願
書
受
付
期
間
　
9
月
18
日
（
木
）
〜

10
月
2
日
（
木
）
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

(

消
印
有
効)

★
提
出
先

(
財)
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
東
区
馬
出
4
丁
目
10
番
1
号
）

◎
こ
の
試
験
に
伴
う
試
験
準
備
講
習
会
が

司
法
書
士
法
律
相
談

★
日
時
　
9
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

★
会
場
　
行
橋
商
工
会
議
所
（
行
橋
市
中

央
1
ー
9
ー
50
）

TEL
0
9
3
0
・
2
5
・
2
1
2
1

★
相
談
内
容
　
不
動
産
の
相
続
・
売
買
な

ど
の
登
記
に
関
す
る
も
の
、
供
託
手
続
や

訴
訟
手
続
き
に
関
す
る
も
の
、
高
齢
者
に

関
す
る
問
題
な
ど

★
相
談
料
　
無
料

★
問
い
合
わ
せ
先
　
司
法
書
士
会
行
橋
支
部

TEL
0
9
7
9
・
8
3
・
2
2
7
5

〜
土
地
家
屋
調
査
士
会
〜
　

登
記
・
境
界
問
題
無
料
相
談
会

★
日
時
　
9
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

★
場
所
　
行
橋
サ
ン
・
パ
ル
丸
和
店
内

（
行
橋
市
北
泉
3
ー
3
ー
3
）

★
相
談
内
容
　
○
土
地：

境
界
問
題
、
測

量
分
筆
、
合
筆
、
地
図
訂
正
、
地
目
変
更

登
記
等
　
○
建
物：

新
築
・
増
築
・
滅
失

登
記
等

★
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
行
橋
支
部
　

TEL
0
9
3
0
・
2
4
・
5
7
5
6

無
料
調
停
相
談
会

★
日
時
　
9
月
30
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

★
場
所
　
椎
田
町
中
央
公
民
館

（
築
上
郡
椎
田
町
高
塚
7
5
6
）

左
記
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

★
日
時
　
10
月
21
日(

火)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

★
場
所

苅
田
町
中
央
公
民
館
第
5
研
修
室

★
受
講
料
　
1
5
0
0
円(

安
全
協
会
会

員)

、
2
0
0
0
円(

一
般)

★
参
考
資
料
　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
1
8
0
0

円
、
乙
種
4
類
例
題
集
1
2
0
0
円

★
申
込
締
切
日
　
10
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
苅
田
町
消
防
本
部
予
防
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
苅
田
町
消
防
本
部
予

防
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
0
1
1
9

県
民
手
帳
の
購
入
申
込
受
付

福
岡
の
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
2
0
0
4
年
版
県
民
手
帳
の
購
入
申
込

を
受
付
け
ま
す
。

★
金
額
　
①
ポ
ケ
ッ
ト
版
（
縦
1
3
5

㎜
×
横
73
㎜
）
4
5
0
円
②
標
準
版
（
縦

1
6
2
㎜
×
横
84
㎜
）
5
5
0
円
③
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
版
（
縦
2
1
0
㎜
×
横
1
5
0

㎜
）
9
5
0
円

★
内
容
　
日
記
編
・
別
冊
市
町
村
編
・
別

冊
資
料
編
・
別
冊
ア
ド
レ
ス
帳

★
申
込
締
切
日
　
10
月
3
日
（
金
）

★
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
す
る
版
と
冊
数
を
記
入

し
て
、
役
場
企
画
課
企
画
係
へ
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。（
〒
8
0
0
ー
0
3
9
2

苅

田
町
富
久
町
１
丁
目
19
ー
1
）
苅
田
町
役

場
企
画
課
宛
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
4
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くらしの情報
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

受
講
生
募
集

点
字
と
は
、
6
つ
の
点
（
六
点
式
点
字
）

を
用
い
て
、
五
十
音
を
現
す
手
法
で
す
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
点
字
の
歴
史
か

ら
技
術
ま
で
を
わ
か
り
や
す
く
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
日
程

9
月
30
日
、
10
月
7
・
14
・
21
・
28
日
、

11
月
4
・
11
・
18
・
25
日
（
全
9
回
）

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

★
受
講
料
　
5
0
0
円

★
定
員
　
15
人

★
申
込
締
切
　
9
月
25
日
（
木
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
3
6
4
1

介
護
か
ら
自
立
へ
の
講
演
会

★
日
程
　
9
月
17
日
（
水
）

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
心
身
機
能
活

性
療
法
指
導
士
理
事
長
　
小
川
眞
誠
先
生

★
内
容
　
（
受
付
）
午
前
9
時
30
分
〜

（
講
義
・
ビ
デ
オ
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
）
午
前

10
時
〜
12
時
（
痴
呆
症
の
予
防
と
改
善
・

脳
梗
塞
後
遺
症
の
改
善
法
・
フ
イ
ン
ガ
ー

ス
ポ
ー
ツ
）
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

★
資
料
代
　
5
0
0
円

★
そ
の
他
　
当
日
は
実
技
を
行
い
ま
す
の

で
、
軽
装
で
お
越
し
下
さ
い
。
必
要
に
応

じ
て
、
上
着
（
靴
）
を
ご
用
意
下
さ
い
。

定
員
50
人
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

頂
き
ま
す
。

★
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ぬ
く
も
り
苅
田

★
主
管
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
日
本
心
身
機
能

活
性
療
法
士
会
、
福
岡
県
指
導
士
会

★
後
援
　
苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ぬ
く
も
り
苅
田
（
担
当：

浅
倉
）

TEL
・
FAX
0
9
3
0
・
2
3
・
9
6
2
8

成
人
の
日
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平
成
16
年
１
月
11
日
（
日
）
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
「
成
人
の
日
」
の
運
営
を
自
ら

の
ア
イ
デ
ア
・
企
画
で
祝
い
ま
せ
ん
か
？

★
対
象
　
今
年
度
「
成
人
の
日
」
対
象
者

（
昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
昭
和
59
年
4
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

★
申
込
先

苅
田
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
2
0
4
4

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集

高
齢
者
・
初
心
者
で
パ
ソ
コ
ン
に
興
味

が
あ
る
方
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

★
日
時
　
10
月
16
日
（
木
）

午
後
2
時
〜
4
時

★
場
所
　
苅
田
郵
便
局
　
2
階
会
議
室

★
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
及
び
年

賀
ハ
ガ
キ
の
作
成

★
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
初
心
者
の
方

★
応
募
人
数
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

★
受
講
料
　
無
料

★
応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
パ
ソ
コ
ン
の
所
有

の
有
無
を
明
記
の
上
、
次
の
宛
先
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
（
〒
8
0
0
ー
0
3
9
9

苅
田
郵
便
局
総
務
係
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
係
）

★
応
募
締
切

9
月
29
日
（
月
）
到
着
分
ま
で

★
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
郵
便
局
総
務
係
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
2
1
1
0

北
九
州
空
港
ま
つ
り

★
日
時
　
9
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

★
場
所
　
北
九
州
空
港

（
Ｊ
Ｒ
下
曽
根
駅
下
車
　
徒
歩
15
分
）

※
当
日
、
下
曽
根
駅
よ
り
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

★
主
催

北
九
州
空
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

★
入
場
無
料
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

★
内
容
（
メ
イ
ン
会
場
）
消
防
音
楽
隊
演

奏
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
お
楽
し
み

抽
選
会
（
2
回
）、
新
空
港
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
、
中
国
民
族
楽
器
演
奏
、
青
空
市
場
、

買
物
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
空
の
日
記
念
切

手
販
売
等
（
飛
行
場
内
）
小
型
航
空
機
・

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
大
型
化
学
消
防
車

等
展
示
、
空
港
内
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
、
消

防
航
空
隊
救
助
訓
練
実
演
、
紙
ひ
こ
う
き

教
室
、
管
制
塔
見
学
（
2
回
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　

北
九
州
エ
ア
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

TEL
0
9

3
・
4
7
5
・
4
1
9
5
ま
た
は
、
国
土

交
通
省
大
阪
航
空
局
北
九
州
空
港
事
務
所
　
　

TEL
0
9
3
・
4
7
3
・
0
1
1
1

福
岡
県
男
女
共
同
参
画

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
募
集

★
応
募
資
格

﹇
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
ポ
ス
タ
ー
部
門
﹈

福
岡
県
在
住
ま
た
は
福
岡
県
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上
（
平
成
15
年
4

月
１
日
現
在
）
の
方
﹇
標
語
部
門
﹈
福
岡

県
在
住
ま
た
は
福
岡
県
内
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
小
学
5
年
生
以
上
の
方
（
審
査

は
小
学
校
5
・
6
年
、
中
学
・
高
校
、
一

般
の
三
部
に
分
け
て
行
い
ま
す
）

★
応
募
締
切
日

各
部
門
と
も
10
月
3
日
（
金
）
必
着

な
お
、
表
彰
者
に
は
11
月
中
旬
に
本
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
応
募
方
法
等
、
詳

し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
生
活
労
働
部
男
女
共
同
参
画
推
進

課
（
〒
8
1
2
ー
8
5
7
7
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
7
ー
7
）

TEL
0
9
2
・
6
4
3
・
3
3
9
1

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

（
期
間：

9
月
21
日
〜
30
日
）

（
実
施
事
項
）

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
特
に
薄

暮
時
に
お
け
る
歩
行
中
の
事
故
を
防
止

し
よ
う

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う

○
交
差
点
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

（株）
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韓国女子高生（善明女子高等学校）
が苅田町を訪問

7月30日、韓国の善明女子高等学校の生徒
たちが苅田町を訪問しました。これは、苅田
ロータリークラブが韓国飛鳳ロータリークラ
ブとの合同プログラムにより、毎年交互に生
徒を派遣しあっているものです。今年は善明
女子高等学校の生徒6名と先生が3泊4日の夏
期短期研修とホームステイを行いました。
役場を訪れた生徒たちは、日名子助役より

苅田町の説明を受けました。また、苅田工業
高校の生徒たちとの交流会や北九州市の観光
なども行いました。

都
市
対
抗
へ
の
壮
行
会
を
開
催

8
月
4
日
、
中
央
公
民
館
で
第
74
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
九
州
地
区
第
1
代
表
と

し
て
出
場
す
る
日
産
自
動
車
九
州
硬
式
野
球
部
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
央
公

民
館
に
は
約
3
5
0
人
が
集
ま
り
、
選
手
達
を
激
励
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
選

手
全
員
が
紹
介
さ
れ
、
伊
塚
町
長
よ
り
中
込
監
督
へ
町
旗
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
込
監
督
は
「
全
力
で
試
合
に
臨
み
、
苅
田
町
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
き
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

※
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、
約
1
0
0
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
応
援
を
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
2
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

全国小学生陸上競技交流大会に出場

8月19日、東京国立競技場で開催される全国小学生陸上競技
交流大会に女子6年100ｍの部で出場する南原小学校6年生の
竹中美咲さんが伊塚町長を表敬訪問しました。竹中さんは6月
に行われた福岡県小学生陸上大会で優勝し、全国大会の出場を
決めました。竹中さんは苅田与原ＲＣに所属しており、全国大
会に向けて夏休みも一生懸命に練習をしています。
板敷コーチは｢竹中さんはこれからも練習を続けていけば、

県内でもトップクラスの選手になると思います。｣と話してい
ました。最近はサッカーや野球の人気で陸上競技をする子ども
が減っている中、京築地区では各チームのコーチの皆さんの熱
心な指導のおかげで参加者が増えています。竹中さんは｢全国
大会では、自己ベストの14秒02を更新できるように頑張りま
す。｣と話していました。

町
旗
を
中
込
監
督
に
手
渡
す
伊
塚
町
長

▲

まち わだい の 
Town 
 News
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《Mr. Suzuki goes on a trip》

（In a restaurant）
Waiter：Hi, what would you like to
order?

Mr. Suzuki：I'm not sure.  Can you recommend
anything?
Waiter：Hmmm.  What do you like?
Mr. Suzuki： I like fish and vegetables.
Waiter：I recommend our blackened fish entree;
it's delicious!
Mr. Suzuki：Okay!  I'll have that!
Waiter：And what would you like to drink?
Mr. Suzuki：I would like some white wine please.
（レストランで）
ウェイター：こんにちは、お決まりになりましたか？
鈴木さん：決まりませんね。おすすめの料理があります
か？
ウェイター：そうですね、どんな食べ物が好きですか？
鈴木さん：魚と野菜が好きですね。
ウェイター：じゃあ、ブラッケン魚のアントレーがいい
と思います。おいしいですよ。
鈴木さん：じゃあ、それにします。
ウェイター：それと、お飲み物は？
鈴木さん：白ワインを下さい。
※Recommend ＝ おすすめ； Do you have any
recommendations? = Can you recommend any-
thing? おすすめがありますか？
I would like = I want だけど I want より I would
like の方がていねい。

（Culture tip）
In Japan, gratuity (tips) is not given to servers
in restaurants, bellboys, or parking attendants.
However in America, as it may very well be in

other parts of the world, tips are not only appreci-
ated but are nowadays somewhat expected.  The
reason for this is the little amount of money they
are paid per hour.  Though I cannot speak on
behalf of other countries and what they are paid,
US servers are paid approximately $2.13/hour
(not including tips).  Because it is so low, in
America, customers customarily add 15% of the
bill for the tip.  If you are not sure if the country
you are visiting accepts gratuity as a custom,
simply ask,“Do customers usually tip the
servers?” If they answer yes, then you can ask
“What percentage is normally given?”
（チップの習慣について）（要旨）

日本ではレストランのウェイターやウェイトレスとか、
ベルボーイとか、ホテルの駐車場を世話する人にチップ
を払いません。
しかしながら世界の他の国同様、アメリカではチップ

は感謝の気持ちを表しているだけでなく、期待されてい
るものでもあります。ウェイターとかの時給が安いのが
チップを渡す理由です。（アメリカ以外の）他の国の時給
がどうなっているかは知りせんが、アメリカのウェイタ
ーはだいたい2ドル13セント(チップは含まない)です。
これはアメリカではとても低賃金なので、お客さんは

普通、料金の１5％をチップとして付け加えて支払いま
す。もし、あなたが訪れているその国にチップの習慣が
あるかどうか分からない時はシンプルに次のように尋ね
ましょう。「普通、お客さんはウェイターにチップを払い
ますか？」 もし彼らが「はい」と答えたら 「普通、何
パーセント払うものなのですか？」と聞くことができま
す。
（8月10日号のこのコーナーでの訂正とお詫び）
“next weekend”を「今週末」と訳していました。
「来週末」が正しい訳です。申し訳ありませんでした。

★問い合わせ先　町長公室秘書広報係（担当：高辻）
TEL093・434・5853

盆
踊
り
仮
装
大
会
を
開
催

8
月
14
日
、
白
石
地
区
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
盆

踊
り
と
一
緒
に
、
今
年
は
数
十
年
ぶ
り
に
仮
装
大
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
、
初
盆
を
迎
え
た
方
々
の
供
養
祭
の
後
、
新

苅
田
音
頭
・
炭
坑
節
に
始
ま
り
、
こ
の
地
区
独
特
の

口
説
き
が
続
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
々
は
上
品
で

優
雅
な
動
き
の
１
番
か
ら
、
激
し
い
動
き
の
4
番
ま

で
を
太
鼓
と
口
説
き
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。

安
来
節
ド
ジ
ョ
ウ
す
く
い
ス
タ
イ
ル
の
女
性
、
全

身
真
っ
黒
に
し
た
人
、
元
ギ
ャ
ル
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
等
が
次
々
と
出
場
し
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る

盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
参
加
し
た

村
上
区
長
に
よ
る
色
艶
の
あ
る
腰
付
き
と
踊
り
に
、

会
場
は
拍
手
と
爆
笑
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
育
成
会
よ
り
参
加
者
に
お
菓
子
な
ど
が
配
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
も
婦
人
会
の
協
力
な
ど
に
よ
り
盆

踊
り
・
仮
装
大
会
も
無
事
に
終
了
し
、
楽
し
い
夏
休

み
の
思
い
出
が
ひ
と
つ
加
わ
り
ま
し
た
。（
白
石
区
）

まち わだい の 
Town 
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カレンダー 

 
伝言コーナー 

｢新浜祭｣の開催
日産自動車(株)九州工場では、近隣の諸団体・企業・商店

などの参加により毎年実施している｢新浜祭｣を開催します。
★日時　9月14日（日）正午～午後4時
★内容　模擬店・苅田町在住の方による芸能披露・｢爆竜戦
隊アバレンジャー｣キャラクターショー・｢華丸・大吉｣爆笑
ステージ等や日産車の展示。総合司会はテレビでおなじみの
福田健次さんと宮崎揚子さんがつとめます。
★問い合わせ先　日産自動車(株)九州工場　総務課　柳原・
合満（ごうみつ）TEL093・435・1111

秋の新講座生徒募集
○書道教室（子どもから大人まで初心者大歓迎。見学自由。）
★日時　毎週木曜日　午前10時～12時、午後7時～9時
★場所　三原文化会館　1階中会議室
★問い合わせ先　田中　TEL090・8768・4312
○社交ダンス（初心者、年配の方大歓迎。）
★日時　毎週月曜日　午後8時～9時30分
★場所　三原文化会館　多目的ホール
★問い合わせ先　井上　TEL090・1877・7660
○エアロビクス（初めての方でも楽しくステップ、見学自由。）
★日時　毎週火曜日　午後8時40分～9時40分
★場所　三原文化会館　多目的ホール
★問い合わせ先　井上　TEL093・434・2650

第10回押絵展｢春を待つ風景と童たち｣
美に魅せられて新作に挑戦しました。このひと時を楽しん

でいただければ幸いです。ご来場を心よりお待ちしています。
★日時　9月11日（木）～16日（火）
午前9時～午後5時（16日は午後4時まで）
★場所　苅田町立中央公民館
★問い合わせ先　福田　TEL0930・23・3001

COLORFUL KIDS 英会話教室生徒募集
★講師　西頭佳世（無料体験レッスン受付中）
（場所は西頭医院2Ｆで、対象年齢は3歳～中学生です。）
★電話受付時間　9月11日（木）～

（午前10時～午後7時・日曜日は除く）
★問い合わせ先　西頭　TEL093・434・6008

携帯090・1367・4422

彩滴会チャリテイ作品展
★日時　9月23日（火）～28日（日）午前10時～午後5時
（23日は午後1時～、28日は午後4時まで）
★場所　苅田町立図書館
★出品作品　書道、葉書記絵、墨彩画、その他
※チャリテイ販売作品は、はがき絵6枚セット（300円）です。
★問い合わせ先　浅倉TEL・FAX0930・23・9628

16日（火） ★心配ごと相談　

パンジープラザ（10：00～15：00）

17日（水） ☆1歳6か月児健診

パンジープラザ（13：30～14：00）

★年金相談

苅田商工会議所（10：00～15：00）

19日（金） ★京築地区福祉人材バンク職業紹介

パンジープラザ（10：00～12：00）

24日（水)   ☆3歳児健診

パンジープラザ（13：30～14：00）

25日（木） ★介護ホッと相談　

パンジープラザ（10：00～12：00）

30日（火） ★心配ごと相談　

パンジープラザ（10：00～15：00）

★行政相談　

三原文化会館（13：30～16：00）

（9月15日～30日）

～納期のお知らせ～
国民健康保険税　3期　9月30日

固定資産税　　　3期　9月30日

※町税等の納付は口座振替で。
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すこやか 写 真 館 

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

山中勇人
はやと

くん（9日生）
父　章さん　母　祐佳さん
（港町）

勇人君お誕生日おめでとう。い
つまでも元気で、たくましく育
ってね。パパ＆ママより

筋田優斗
ゆうと

くん（25日生）
父　英樹さん　母　良子さん
（幸町）

優ちゃん、お誕生日おめでとう。
2682ｇで産まれたあなたが今
ではこんなに大きくなっちゃっ
て。元気よくたくましい男の子
に育って下さいね。

林このみ
　

ちゃん（19日生）
父　利法さん　母　京子さん
（与原）

このみちゃん、誕生日おめでと
う。我が家のアイドルこのみち
ゃん、これからもお姉ちゃんと
仲良く遊んで元気いっぱいの女
の子になってね。

松本莉欧
り お

ちゃん（23日生）
父　信吾さん　母　文代さん
（京町）

誕生日おめでとう。甘えんぼう
で元気いっぱいの莉欧ちゃん。
パパとママにとって莉欧の成長
していく姿を見るのがとても楽
しみです。

金　夏希
なつき

ちゃん（1日生）
父　幹夫さん　母　智美さん
（与原）

1歳のお誕生日おめでとう。好
奇心旺盛で、わんぱくな、なっ
ちゃん。スクスク元気に大きく
なあれ。おととおかに笑顔いっ
ぱい見せてネ。

前田龍大
りゅうた

くん（26日生）
父　隆幸さん　母　久美子さん
（上片島）

龍大君、お誕生日おめでとう。
ますますやんちゃな龍大君、こ
れからも元気にすくすく育って
ね。

冨安里英子
り え こ

ちゃん（6日生）
父　正直さん　母　淳子さん
（神田町）

りっちゃん、お誕生日おめでと
う。これからもお姉ちゃんと仲
良く元気いっぱいに育って下さ
いね。

高辻渚
なぎさ

ちゃん（5日生）
父　剛さん　母　節美さん
（尾倉）

渚ちゃんお誕生日おめでとう。誕生
から早1年、お姉ちゃんと仲良く遊
び、時にはケンカもしながらすくす
くとたくましく育っています。お姉
ちゃんとあなたの笑顔に父・母は心
が安らぎます。みんなに愛される心
優しい子に育って下さい。

石田栞大
かんた

くん（3日生）
父　直樹さん　母　真由美さん
（松原町）

栞大、お誕生日おめでとう。毎
日栞大の笑顔を見ると元気がで
るよ。思いやりのある大きな子
になってね。

山本冴夏
さえか

ちゃん（6日生）
父　整さん　母　三智子さん
（与原）

さえか、お誕生日おめでとう。
君の笑顔で、この1年間お父さ
ん、お母さんも幸せいっぱいで
した。これからも健やかに育っ
て下さい。

大村柊里
ひらり

ちゃん（30日生）
父　達也さん　母　恵子さん
（尾倉）

いつも元気いっぱいのひらりち
ゃん。これからも、たくさん食
べてたくさん遊ぼうね。

早高依緒莉
い お り

ちゃん（27日生）
父　新二さん　母　しのぶさん
（松原町）

依緒お誕生日おめでとう。これ
からも大好きなお兄ちゃんと仲
良く元気にすくすくと育って下
さいね。成長を楽しみにしてい
ます。

南野夕莉
ゆうり

ちゃん（1日生）
父　政利さん　母　朝江さん
（上片島）

いつも元気な夕ちゃん。1才の
お誕生日おめでとう。お姉ちゃ
んと仲良くケガをしないように
元気に育ってね。

栗田光輝
こうき

くん（11日生）
父　大輔さん　母　陽子さん
（与原）

光ちゃん、お誕生日おめでとう。光
ちゃんが生まれてから、あっという
間に1年が経ったね。これからも元
気にスクスク育ってね。パパとママ
は、いつでも光ちゃんの側に居るよ。

荒巻光洋
こうよう

くん（24日生）
父　忠雄さん　母　朋美さん
（富久町）

満1才おめでとう。お兄ちゃん
達と一緒に大きくなあれ。

里見佳美
よしみ

ちゃん（30日生）
父　和重さん　母　直美さん
（富久町）

お誕生日おめでとう。あんよもでき
るようになり、ますます目が離せな
くなりました。たいへんですが、佳
美の優しい笑顔に心が和みます。お
話ができる日を、楽しみに待ってい
ます。

山　一輝
かずき

くん（30日生）
父　久登さん　母　良子さん
（集）

一輝お誕生日めでとう。君の笑
顔が一番好きです。早く大きく
なって野球を一緒にやろうね。
頑張れ、頑張れ、一輝。

白濱司穏
しおん

くん（27日生）
父　学さん　母　千春さん
（神田町）

司穏お誕生日おめでとう。くいしん
坊で何でも欲しがる司穏くん。たく
さん食べて大きくな～れ。そして大
好きなお兄ちゃん、お姉ちゃんと一
緒に元気いっぱい笑ってね。

古賀慶達
けいたつ

くん（24日生）
父　靖教さん　母　慶子さん
（若久町）

慶達、お誕生日おめでとう。や
っくん兄ちゃんが大好きだね。
いつまでも兄弟仲良くね。

永輝来
きらら

ちゃん（21日生）
父　直樹さん　母　麗子さん
（尾倉）

輝来ちゃん1才のお誕生日おめ
でとう。パパとママは輝来の成
長を楽しみにしています。明る
い素直な子になってネ。

高橋亮太
りょうた

くん（26日生）
父　達也さん　母　久美子さん
（下新津）

お誕生日おめでとう。どんなと
きでも笑顔を忘れず優しい男の
子に育ってね。

山口凛
りん

ちゃん（16日生）
父　哲平さん　母　陽子さん
（尾倉）

りんちゃん、1歳のお誕生日おめで
とう。りんの笑顔にみんながいつも
元気をもらっています。これからも
パパやママと一緒に楽しく、一歩づ
つ成長していこうね。

河野嵩侑
しゅうゆ

くん（8月13日生）
父　雄彦さん　母　涼子さん
（提）

嵩侑、お誕生日おめでとう。こ
れからも一緒に色々な事にチャ
レンジしていこうね。

掲載希望者は、満１歳の誕生月の前月
末までに、役場町長公室秘書広報係へ写
真を持参または郵送してください。

平成14年9月生まれ

（訂正とお詫び）
8月10日号に掲載

した左記 河野嵩侑く
んの生年月日が間違え
ていました。訂正して
お詫びいたします。


